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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                         ４-１. ソフトウエアのインストール

                               第４章．ソフトウエア

  《注１》 ＷＩＮＤＯＷＳ９８/ＭＥ対応：  特に断りのない限りＷＩＮＤＯＷＳ９５用ソフトが
                                        そのまま使用できます。

  《注２》 ＷＩＮＤＯＷＳ-ＸＰ対応　　：  特に断りのない限りＷＩＮＤＯＷＳ２０００用の
                                        ソフトがそのまま使用できます。

４４４４----１１１１. . . . ソフトウエアのインストールソフトウエアのインストールソフトウエアのインストールソフトウエアのインストール

 本製品用のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）ＦＤまたはＣＤに圧縮された形で格納
 されており、同メディア内のインストーラの実行により展開されます。　なお、内容については
 充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。
   重要な変更については同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

 ◆ハンドラＬＩＢ：     ＤＡボード制御の基本機能を関数化、サンプリング条件設定から実行
 （16bit/DOS ﾗｲﾌﾞﾗﾘ）  まで、ユーザ記述のメインプログラムから呼び出すだけです。
                                                            【専用マニュアル：第５章】

 ◆ハンドラＤＬＬ：     ＤＡボード制御の基本機能を関数化、サンプリング条件設定から実行
   （WIN32 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ）    まで、ユーザ記述のメインプログラムから呼び出すだけです。
                                                            【専用マニュアル：第６章】

 ◆サンプルソフト：     ＤＡボード制御プログラムを手造りするユーザ向けの操作例です。
  （16bit/DOS ｿｰｽ）      Ｃ、およびＱｕｉｃｋ-Ｂａｓｉｃで例示しています。【本章】
                        ポーリング、割り込み等の使用方法を学習することができます。

 ◆その他        ：     ＷＩＮＤＯＷＳ９５/９８/ＭＥ/ＮＴ/2000/ＸＰで、Ｉ/Ｏ読み書きを
   （for WINDOWS）   実行するための汎用ドライバ，およびＤＬＬが添付されています。
                        基本的には当ＤＬＬを使用してボード上の各レジスタを読み書きする
                     ことでプログラミングが可能です。
                     （当部分は圧縮されておらず、生のまま格納されています。）
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４-１. ソフトウエアのインストール                                                         《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

  ＝ インストール作業 ＝（添付のＣＤＲＯＭを御使用ください。）

　操作手順　　 　 ◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）
　　　　　　　　　◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）　　　　の場合で例示。

　　　　　　　　　（１）ＷＩＮＤＯＷＳ付属のエクスプローラで、
　　　　　　　　　　　　Ｄ：￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥ＰＣＩ￥ＤＡ￥ＭＤＡ７８１　　を開く。

　　　　　　　　　（２）“Ｓｅｔｕｐ．ＥＸＥ”を実行（ダブルクリック）する。

　　　　　　　　　　当操作以下によりＭＤＡ－７８１ＰＣＩ関連プログラムが図４－１に示す
　　　　　　　　　ロケーションに展開・インストールされます。

（２００５年４月より以前のＣＤＲＯＭを使用する場合：ＤＯＳ窓利用）

　操作手順　　　　◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）
　　　　　　　　　◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）　　　　の場合で例示。
（□はスペース）
　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】
　　　　　　　　　　　              C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥PCI￥DA￥MDA781【ENTER】
                                    C:¥＞D:INSTALL□D:□C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行
                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える
                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、
                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が
                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく
                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　　　　　　　全ファイルをインストールした場合のディレクトリ構造は図４－１の
　　　　　　　　　ようになります。

  【注１】  本ボード専用のＷＩＮＤＯＷＳ版ハンドラＤＬＬ／デバイスドライバは当作業の後、
          ６－２項に従って必要なファイルを適合フォルダにコピーする必要があります。

  【注２】  ボード依存性のない汎用のＷＩＮＤＯＷＳ版Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ／デバイスドライバは
          当作業ではインストールされません。  ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９ｘフォ
          ルダにありますので各ファイルを適合フォルダにコピーする必要があります。
            ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあり、同フォルダ中の専用インス
          トーラで導入してください。 また、ＷＩＮＤＯＷＳ２０００用ドライバ（ＷＤＭ）は
          ボード自体のインストール時に自動インストールされます。 使用法、サンプルなどは
          Ｗｉｎ２Ｋフォルダ内にあります。
            （追伸）ＣＤＲＯＭの場合、Ｗｉｎ９ｘ、ＷｉｎＮＴ、およびＷｉｎ２Ｋフォルダは
                    ＩＮＳＴＡＬＬフォルダ下のＤｒｉｖｅｒｓフォルダ下にあります。
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                     　  ４-１. ソフトウエアのインストール

　　図４－１．インストール後のディレクトリ       ★　本図は原形です。後日、追加・変更も有り得ます。

       ￥                                        ★凡例 ＭＳ－Ｃ： ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ－Ｃの略
　　　 ｜                                               Ｔ－Ｃ： ＴＵＲＢＯ－Ｃの略
  ＭＳＣＩＥＮＣＥ                                      Ｂ－Ｃ： ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃの略
       ｜
       ｜―― ＵＴＩＬＩＴＹ ―― ＷＩＮ９５ ―― ＣＦ９０５０ＤＰ．ＣＯＭ：コンフィギュレーション（９ｘ用）
       ｜   （本ボードの設定）｜－ＷＩＮＮＴ ―― ＣＦ９０５０ＮＴ．ＥＸＥ：コンフィギュレーション（ＮＴ用）
       ｜                                     ｜－ＣＦ９０５０ＮＴ．ｓｙｓ：上記ＮＴ用デバイスドライバ
       ｜                                     ｜－ＲＥＧＳＴＤＲＶ．ＥＸＥ：ドライバの登録ユーティリティ
       ｜
       ｜―ー ＢＯＡＲＤＴＳＴ －－－７８１ＱＢ１．ＥＸＥ：本ボードの試運転・動作確認用プログラム
       ｜　　　　　　　　　　　  ｜－７８１ＱＢ１．ＣＯＭ：英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する
       ｜
       ｜―ー ＨＮＤ７８１Ｃ ーーー ＩＮＣＬＵＤＥ ―ー ＳＭＰＥＸＴ．Ｈ ：ハンドラ用・共通ヘッダファイル
       ｜ （ＤＯＳ用ハンドラ） ｜
　　　 ｜                      ｜－ ＬＩＢ ーーー ７８１ＴＳ．ＬＩＢ ： Ｔ－Ｃ、Ｂ－Ｃ用スモールモデル
       ｜                      ｜            ｜― ７８１ＴＬ．ＬＩＢ ： Ｔ－Ｃ、Ｂ－Ｃ用ラージモデル
       ｜                      ｜            ｜― ７８１ＭＳ．ＬＩＢ ：       ＭＳ－Ｃ用スモールモデル
       ｜                      ｜            ｜― ７８１ＭＬ．ＬＩＢ ：       ＭＳ－Ｃ用ラージモデル
　　　 ｜                      ｜
       ｜                      ｜― ＳＭＰ７８１ ー― ＳＡＭＰＬＥ□．Ｃ
　　　 ｜
　　　 ｜－－ＳＭＰ７８１Ｃ－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ ：ＭＳ－Ｃ用ヘッダファイル
　　　 ｜　（各種Ｃサンプル）　｜－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ　　 ：ＴＵＲＢＯ-Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ用ヘッダファイル
　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＢＫＩＮＴ７８１．Ｃ：クロック同期・非サイクル動作（ブロック転送/割り込み）
　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＢＫＰＯＬ７８１．Ｃ：クロック同期・非サイクル動作（　同　上　/ポーリング）
　　 　｜　　　　　　　　　　　｜－ＩＮＴ７８１．Ｃ　　：クロック同期・非サイクル動作（１データ毎/割り込み）
　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ７８１．Ｃ　　：クロック同期・非サイクル動作（　同　上　/ポーリング）
　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＣＹＣ７８１．Ｃ　　：波形出力／クロック同期・サイクル動作
　　　 ｜　　　　　　　　　　　｜－ＭＳＣＹＣ７８１．Ｃ：波形出力／クロック同期・サイクル動作（複数ボード）
       ｜                       ｜－ＰＣＩ．Ｃ          ： ＰＣＩ関連ルーチン
　　　 ｜  （Ｑ-Ｂａｓｉｃ）
　　　 ｜－－ＳＭＰ７８１Ｂ－－－－７８１ＱＢ１．ＢＡＳ： Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ用サンプル・ソース
　　　 ｜
       ｜―― Ｈｎｄ＿９５ ―― Ｍｄａ７８１ ――― Ｄｌｌ：ハンドラＤＬＬ
       ｜（ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ・ＭＥ用ハンドラ）｜－ Ｖｘｄ：デバイスドライバ
       ｜                                       ｜－ Ｖｂ５：Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ（５.０）用サンプル
       ｜                                       ｜－ Ｖｃ５：Ｖｉｓｕａｌ－Ｃ（５.０）用サンプル
       ｜                                       ｜－ Ｂｃ５：Ｂｏｒｌａｎｄ－Ｃ（５.０）用サンプル
       ｜                                       ｜－ Ｖｃ５＿ｃｐｐ：Ｖｉｓｕａｌ Ｃ＋＋（５.０）用サンプル
       ｜                                       ｜－ Ｄｅｌｐｈｉ３：Ｄｅｌｐｈｉ（３.０）用サンプル
       ｜
       ｜―― Ｈｎｄ＿ＮＴ ―― Ｍｄａ７８１ ――― Ｄ７８１ｒｅｇ：デバイスドライバ設定ユーティリティ
       ｜ （ＷＩＮＤＯＷＳ-ＮＴ用ハンドラ）    ｜－ Ｄｌｌ：ハンドラＤＬＬ
       ｜                                       ｜－ Ｓｙｓ：デバイスドライバ
       ｜                                       ｜
       ｜                                       ｜－  各サンプルは上記ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ・ＭＥハンドラ同様

       ｜
       ｜―― Ｈｎｄ＿２Ｋ ―― Ｍｄａ７８１ ―――  各サンプルは上記ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ・ＭＥハンドラ同様
       ｜（ ＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ用ハンドラ）
       ｜
       ｜―― ＧＬ＿ＤＯＳ ――― ＭＳＰＣＩＤ．Ｈ      ：（ＤＯＳ版）リソース取得ライブラリ・ヘッダ
       ｜                    ｜－ ＭＳＰＣＩＤＭ．ＬＩＢ：（ＭＳ－Ｃ用）ライブラリ／全モデル対応
       ｜                    ｜－ ＭＳＰＣＩＤＴ．ＬＩＢ：（Ｔ－Ｃ，Ｂ－Ｃ用）ライブラリ／全モデル対応
       ｜
       ｜―― ＧＬ＿Ｗ３２ ――― ＭＳ＿ＰＣＩ．Ｈ     ：（Ｗｉｎ３２版）リソース取得ライブラリ・ヘッダ
                             ｜－ ＭＳ＿ＰＣＩ．ＤＬＬ ：  リソース取得ライブラリＤＬＬ
                             ｜                          （Ｗｉｎ９５・９８・ＮＴ兼用、要デバイスドライバ）
                             ｜－ ＭＳ＿ＰＣＩ．ＬＩＢ ：  ＤＬＬインポートライブラリ
                             ｜－ ＭＳ＿ＰＣＩ．ＢＡＳ ：（ＶＢ／３２ｂｉｔ版用）ＤＬＬ関数定義モジュール

【注】 ＷＩＮＤＯＷＳ（ＮＴ／９ｘ・ＭＥ／２０００／ＸＰ）用の各汎用Ｉ／Ｏ制御ＤＬＬ、デバイスドライバは別途。
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４-２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて                                           　        《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

４４４４----２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて２．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて

　 WINDOWS９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／９ｘ／ＭＥ／ＮＴ／2000200020002000／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ向に汎用Ｉ／Ｏ読み書き用ＤＬＬが添付されています。
   基本的には当ＤＬＬ（およびデバイスドライバ）を使用して本ボード上の各レジスタを読み書き
 することでプログラミングが可能です。  これらは御自身で（ボードにアクセスする部分の）ライ
 ブラリ等を製作する場合への便宜です。  添付の本ボード専用本ボード専用本ボード専用本ボード専用ＷＩＮＤＯＷＳドライバ／関数ライ
 ブラリ（第６章）を利用する場合は不要です。

              （WINDOWS NT･2000･XP の場合）　　 （WINDOWS95･98･ME の場合）

                    ユーザプログラム        　 　　　ユーザプログラム

                 割り込み    Ｉ／Ｏ                割り込み  Ｉ／Ｏ
        （添付添付添付添付）   通知        実行                  通知       実行
                        （ＤＬＬ）                    （ＤＬＬ）

                         デバイス                    デバイス
        （添付添付添付添付）         ドライバ                   ドライバ

                         本ボード                        本ボード

    ＷＩＮＤＯＷＳ３ＷＩＮＤＯＷＳ３ＷＩＮＤＯＷＳ３ＷＩＮＤＯＷＳ３....１１１１：    Ｗｉｎ３１フォルダ以下に格納されており、 ＶＢ（2.0）で利用でき
                        ます。  Ｃ，Ｃ＋＋の場合は当ＤＬＬを使用せずともインラインアセン
                        ブラで直接Ｉ／Ｏ命令を記述できます。  割り込みを使用するときは、
                        ＤＯＳ同様に直接制御で対応できます。

 ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ    ９ｘ９ｘ９ｘ９ｘ：    Ｗｉｎ９ｘフォルダ以下に格納されており、 ＶＢ（4.0/5.0）で利用
            （orＭＥＭＥＭＥＭＥ） できます。  ブロックＩ／Ｏ命令もサポートされています。  Ｃ＋＋、
                        Ｃの場合は当ＤＬＬを使用せずともインラインアセンブラで直接Ｉ／Ｏ
                        を記述できます。  割り込みはＤＯＳ同様に直接制御、またはデバイス
                        ドライバ（Pta95_0.vxd）で対応します。

    ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ    ＮＴＮＴＮＴＮＴ：    ＷｉｎＮＴフォルダ以下に格納されており、ＶＢ（5.0）で利用でき
              （4.0）   ます。  ブロックＩ／Ｏ命令、割り込みもサポートされています。

                              ＮＴではＩ／Ｏ制御、割り込み、共に必ずデバイスドライバが
                            必要です。

                              本デバイスドライバは最大１６枚のボードを（各単独に）制御
                            することができます。／当社製品でなくても可能／

    ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ2000 2000 2000 2000 ：    Ｗｉｎ２Ｋフォルダ以下に格納されており、ＶＢ（6.0）で利用でき
           （orＸＰＸＰＸＰＸＰ）   ます。  なおドライバ（ＷＤＭ）は複数種類のボードで共用利用できる
                        もので、第６章で説明する本ボード専用ハンドラ関数ＤＬＬからも利用
                        します。（ボードインストール作業時にインストールされます。）
                            【注】ＷＤＭドライバの性格から割り込みは使用できません。
                                  詳細は¥MSCIENCE¥WIN2K¥DOC フォルダ内のテキスト参照。



69

《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                              　　     ４-３. ボードアクセス関連ライブラリ

４４４４----３３３３. . . . ボードアクセス関連ライブラリボードアクセス関連ライブラリボードアクセス関連ライブラリボードアクセス関連ライブラリ（WINDOWS2000/XP 以降では不要）

  汎用リソース情報取得関数ＭＳ＿ＰＣＩ．ＤＬＬ ／ WINDOWS9x･ME･NT 用   について

    ユーザプログラムから本ＰＣＩボードにアクセス・制御するときはボードを検出し、リソース
情報（ベースアドレス値、割り込み番号等）を取得する必要があります。  第６章に記す本機の
専用ハンドラ（専用ドライバ＆関数ＤＬＬ）を使用する場合は内部で処理されているため、必要
ありませんが、ユーザプログラムから本ボードを直接制御するときは本ＤＬＬ＆ドライバが必要
になります。  使用手順は、

【1】ＰＣＩバス上のボードの検出

  Int GetPciDevice (WORD VendeID，WORD DeviceID，WORD nNum，WORD Flag，WORD *magic)

引数 VendeID ：ﾍﾞﾝﾀﾞ ID、  nNum：検出対象ボード（０～）／同ボード複数に対処・特定、
DeviceID：ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID、 Flag：０（固定）、  *magic：ﾏｼﾞｯｸ番号取得先ﾎﾟｲﾝﾀ

戻り値 0:成功、  -1：失敗

     ＰＣＩボードの特定はロケーションロケーションロケーションロケーション（バス・デバイス・ファンクション）で行います。
     本ボードのベンダＩＤ、デバイスＩＤ、検出対象ボード番号（１枚目＝０）を指定して実行
   すると同ボードのロケーションロケーションロケーションロケーションが magic に得られます。
     同一ボードを複数インストールしているときは続いて検出対象ボード番号＝１，２，として
   実行すれば各ボードごとのロケーションが得られます。

     ◆ベンダＩＤ＝１３ＦＤＨ（マイクロサイエンス社ＰＣＩボード共通）、
     ◆デバイスＩＤ＝１０ＢＨ（MDA-781PCI）。

【2】指定ボード・指定レジスタのダブルワード読み込み（ベースアドレス値取得に使用できる。）

  Int ReadPciDword (WORD magic，WORD reg，DWORD *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【3】指定ボード・指定レジスタのワード読み込み（通常は不使用。）

Int ReadPciWord (WORD magic，WORD reg，WORD *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

     ＰＣＩリソース情報の取得は【1】で検出したロケーション（magic）とレジスタ番号を指定
   して行います。  物理ベースアドレス値はダブルワードなので【2】の関数を使用します。
     各レジスタは本ボード上のＰＣＩインターフェース素子９０５０（ＰＬＸ社製）内にあり、
   次のように割り付けられています。

   ◆レジスタ番号１０Ｈ ：ＰＣＩインターフェース素子９０５０で使用。
                 １４Ｈ ：未使用
                 １８Ｈ ： Ｉ／ＯマップレジスタのベースアドレスＢＡＳＥ１ＢＡＳＥ１ＢＡＳＥ１ＢＡＳＥ１（３-４項）。
                 １ＣＨ ：未使用
                 ２０Ｈ ：未使用
                 ２４Ｈ ：未使用
   なお、
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  ◆Ｉ／Ｏマップでは得られた data の下位２bit をマスクした値がベースアドレス値です。

                   bit31                                                     bit２ １ ０

                                     物理ベースアドレス                            × １

【4】指定ボード・指定レジスタのバイト読み込み（割り込み番号値取得に使用できる。）

Int ReadPciByte (WORD magic，WORD reg，BYTE *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗
     
     割り込みリソース情報取得も【1】で検出したロケーション（magic）とレジスタ番号を指定
   して行います。  data 値はバイトなので【4】の関数を使用します。
     本レジスタも本ボード上のＰＣＩインターフェース素子９０５０（ＰＬＸ社製）内にあり、
   レジスタ番号＝０ＥＨ０ＥＨ０ＥＨ０ＥＨです。

     得られる data 値（１～１５）は割り込み番号です。／不使用時＝０、または２５５／
     プログラム内ではベクタに変換して御使用ください。

     なお、
     本ボードの標準設定では（プラグアンドプレイ実行時に）割り込みリソースを要求しません。
     割り込みを使用するときは１－５項に記す手順で設定を変更してください。
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   汎用リソース情報取得関数ライブラリ／MS-DOS 版   について

                    関数一覧関数一覧関数一覧関数一覧

【1】ＰＣＩバス上のボードの検出

Int_far GetPciDevice(WORD VendeID,WORD DeviceID,WORD nNum,WORD Flag,WORD _far *magic)

引数 VendeID ：ﾍﾞﾝﾀﾞ ID、  nNum：検出対象ボード（０～）／同ボード複数に対処・特定、
DeviceID：ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID、 Flag：０（固定）、  *magic：ﾏｼﾞｯｸ番号取得先ﾎﾟｲﾝﾀ

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【2】指定ボード・指定レジスタのダブルワード読み込み（Ｉ／Ｏアドレス値取得に使用できる。）

  Int ReadPciDword (WORD magic，WORD reg，DWORD _far *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【3】指定ボード・指定レジスタのワード読み込み（通常は不使用。）

Int ReadPciWord (WORD magic，WORD reg，WORD _far *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

【4】指定ボード・指定レジスタのバイト読み込み（割り込みレベル値取得に使用できる。）

Int ReadPciByte (WORD magic，WORD reg，BYTE _far *data)

引数 magic： 【1】GetPciDevice で得られた ﾏｼﾞｯｸ番号、  *data：ﾃﾞｰﾀ取得先ﾎﾟｲﾝﾀ、
reg：PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ空間ﾍｯﾀﾞ領域のﾚｼﾞｽﾀ番号。

戻り値 0:成功、  -1：失敗

        使用方法使用方法使用方法使用方法    ：：：：   前記ＷＩＮＤＯＷＳ版と同様です。
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    ４４４４----４．割り込みについて４．割り込みについて４．割り込みについて４．割り込みについて

    ＰＣＩバス上の割り込み信号は、これを検知したソフトウエアからクリア操作を行うまでアク
  ティブ状態を（要求元側が）維持する“レベル動作レベル動作レベル動作レベル動作”です。  この仕組みでは複数のデバイスが
  １本の割り込みリソースを共有することもできます。

                                           図４－４．

     ＰＣＩバス上の                       アクティブ
     割り込み信号
                                  ▲要求発生                △クリア操作

  要注意

   当社製を始め、多くのＩＳＡバスボードの割り込みは要求元がパルス状の単発信号を発信する
 “エッジ動作エッジ動作エッジ動作エッジ動作”ですから割り込み要求のアクティブ状態は自動解消されるのですが、ＰＣＩバス
 上の“レベル動作レベル動作レベル動作レベル動作”ではプログラム開発中などの事情で適切なクリア操作が行われなかった場合
 のハングアップ等、非常事態解消のためのハードウエアリセット（電源ＯＦＦ）を余儀なくされ
 ることも考えられます。  このような場合はハードディスクのクラッシュ等の大きな損害が発生
 する恐れがあります。

   添付の汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ（ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＮＴ用）では、アプリケーション側から
 クリア操作に必要なパラメータを（あらかじめ）受け取っておき、割り込みが発生したらクリア
 操作を実行します。  またアプリケーション側からは割り込み発生（回数：Read Clear）を読み
 取る関数ＤＬＬをポーリングする形をサポートしています。
   このようなアルゴリズムは（割り込みを使用せず）ボードのステータスをポーリングする方法
 と等価ですから、無用なトラブルを回避するためにも後者をお勧めします。
   同じく添付の本ボード専用ハンドラ／デバイスドライバ本ボード専用ハンドラ／デバイスドライバ本ボード専用ハンドラ／デバイスドライバ本ボード専用ハンドラ／デバイスドライバ（ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＮＴ用）では
 割り込みによるＤＡデータ転送、または外部イベント対応処理が標準でサポートされています。
 （割り込み不使用でもマルチスレッドでポーリング／ＤＡデータ転送できます。）

   なお、本ボード上のＲＯＭに書き込まれているデフォルト（初期）のコンフィギュレーション
 情報では（プラグアンドプレイの動作時に）割り込みリソースを要求しません。  もし要求した
 ときに空きが無く拒否されるとＩ／Ｏアドレスの割り当ても受けられず認識不能状態になる恐れ
 があるからです。  割り込みを利用するときはリソースに空きがあることを確認してから添付の
 コンフィギュレーション・ユーティリティで（割り込みリソースを要求するように）修正してく
 ださい。【１－４項.参照】

   （追伸）  一部のパソコンは標準状態で割り込みリソースに空きが無いものがあります。
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    ４４４４----５５５５. . . . ＱｕｉｃｋＱｕｉｃｋＱｕｉｃｋＱｕｉｃｋ    ＢａｓｉｃサンプルＢａｓｉｃサンプルＢａｓｉｃサンプルＢａｓｉｃサンプル（ＭＳ-ＤＯＳ）

  ＤＯＳ上のＢＡＳＩＣ文だけで記述したサンプルソフト７８１ＱＢ１．ＢＡＳがあります。

  ７８１ＱＢ１．ＢＡＳ

　  基本的なＢＡＳＩＣ文のみによる使用例です。
    なお本プログラムの実行形式“７８１ＱＢ１．ＥＸＥ”は試運転・動作確認用にもなります。
  　コーディングの詳細は同ソースのリストを御覧ください。

　　　　　　　　　　  図４－５．“７８１ＱＢ１．ＢＡＳ”のフロ－概要
　　　　　 ＲＵＮ

　　      初期設定
　　　 　　　　　　　　　　

　　 　　　メニュー

　　　　　  　　　　　  即時更新出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　   即時
　　　　　  　　　　　 （ＰＲＯＭＰＴ）　 ◆ＤＡ出力データ　               出力

　　　　　 　　　　　　 サイクル出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　  サイン波生成　　　 　  終了
　　　　　  　　　　 （ＣＩＲＣＵＬＡＲ） ◆１周期データ点数　　　　　 　 出力開始。　　　 　　  待ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆繰り返し回数、◆クロック値

　　　　　　　　　　　   非サイクル連続出力　　　　　　　　　　　　　　　 サイン波生成　　　　 　終了
　　　　　 　　　　　（Ｎｏｎ-ＣＩＲＣＵＬＡＲ）　◆全データ点数　   　　  出力開始。　　 　　 　待ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆クロック値

　　　　　　　　　　　　  終了

　　【ＥＳＣ】キイで動作中止、メニューに戻る
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４４４４----６６６６. . . . ＣのサンプルＣのサンプルＣのサンプルＣのサンプル（ＭＳ－ＤＯＳ）

　①単純な２チャンネル即時更新ＤＡ動作、②クロック同期・サイクルモードによる自動波形出力
動作、③同・複数ボードの同期運転、および④クロック同期・非サイクルモードによる大量データ
連続出力、等のサンプルプログラム・ソースが用意されています。　以下にアルゴリズムの概要を
記します。　具体的にはソースリスト【＊．Ｃ】を御参照ください。

　　　　　図４－６Ａ．マニュアル（即時更新ＤＡ出力）動作【ＧＰＰ７８１．Ｃ】

　　　　　　 　　　　　　初期化　　　　　　◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　 動作条件設定　　　　◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ更新モード（即時更新）

　　　　  　　　　　　ＤＡデータ　　　　　◆データ書き込み（＝更新出力）
　　　　　　  　　　　更新出力

　　　　　図４－６Ｂ．クロック同期・サイクルモード動作【ＣＹＣ７８１．Ｃ】

　　　　　　　　　　　   初期化　　　　　 ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）
　　　　　　 　　　　 動作条件設定　　　　◆ＤＡデータ更新モード（クロック同期・サイクルモード）
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ◆クロック源、分周比の指定
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ◆１周期データ点数、繰り返し回数（１～６５５３５、または無限）の指定。

　　　　　　　　　　　 出力波形
　　　　　　　　　　　 １周期分　　　　　 ◆ソフト上で波形データを生成。（ＦＩＦＯメモリ容量以内）
　　　　　　　　　　　 ＤＡデータ

　　　　　　　　 　　本ボード上の
　　　　　　　　 　　ＦＩＦＯメモリ　　　 ◆このデータ数が１周期として循環出力される。
　　　　　　　　 　　にデータ転送

　　　　　　　　 　　　 スタート　　　　　◆ここではソフトトリガ（即スタート）、外部ＴＴＬトリガ・スタートや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外部ＴＴＬ有効レベル間だけ出力する帯域トリガ動作も指定可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ◆停止操作：【ＥＳＣＡＰＥ】キイ

　　　 　　☆ 複数ボードの同期運転サンプルプログラムＭＳＣＹＣ７８１．Ｃもあります。（３－１９項も参照）
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　 連続出力すべきＤＡデータ列が本ボード上のＦＩＦＯメモリ容量を超えるときは、最初にメモリ
 容量分だけ書き込んでおき、以後はメモリ充満状態を示すフラグによる割り込み、またはフラグを
 監視（ポーリング）することにより逐次追加データを転送する非サイクル・モードを利用します。

　　　　　　     　図４－６Ｃ．クロック同期・非サイクルモード動作
　　　　　　　　  　　　　　   【ポーリングによるブロック転送例：ＢＫＰＯＬ７８１．Ｃ】

　　　 　　　　 初期化　　　　　　　　　   ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ＤＡデータ・コード：バイナリ、または２の補数
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ＤＡデータ更新モード：クロック同期・非サイクルモード、
　　　 　　　動作条件設定　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　終了条件を指定ブロック数出力とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆クロック源、分周比の指定。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆１ブロック当りデータ点数、全ブロック数（２～６５５３５）の指定。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 両数の積が全出力データ数となる。

　　 　　　出力ＤＡデータ列 　　　　　　 　◆ソフト上でＤＡデータ列を生成。（パソコン側の許容メモリ量以内）

　　 　　　本ボード上の　　　　　　　　　  ◆スタート前に書き込んでおくデータ量はプログラムの都合で任意。
　　　 　　ＦＩＦＯメモリに　　　　　　　　  本例ではＦＩＦＯメモリ容量満杯に充填する。
　　　 　　当初のデータ転送　　　　　　　  ◇ソフト上の全ブロック数カウンタから転送ブロック数を差し引く。

　　　 　　　　スタート　　　　　　　　　  ◆ここではソフトトリガ（即スタート）、外部ＴＴＬトリガ・スタートや
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外部ＴＴＬ有効レベル間だけ出力する帯域トリガ動作も指定可能。

 　　　　　　　　中止？　　　　　Ｙｅｓ　　       ◆【ＥＳＣＡＰＥ】キイ操作により動作中止。

　　　　　　　 Ｎｏ

　  　　　　　　 終了？　　　　　　　　　　　　　 ◆所定のブロック数だけ追加データを補充した後は終了待ち。
　 　　　　　　 エラー？　　　　 Ｙｅｓ　　　　　　補充速度が遅いときなどに発生するエラーでも終了させる。

　　　　　　　 Ｎｏ
 　　　　　　　　　　　　　　 終了　　　　　　　 ◆ステータスを表示して終了。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　◆ここでは１ブロック分＝ＦＩＦＯメモリ容量の半分
　　　　　　　　　　　　  　追加データ転送　　 　（全ブロック数カウンタが０に達したらスキップする。）

　　　　　　　　　　　　 　追加回数カウント　　　◆ソフト上の全ブロック数からダウンカウント。

　　　　　　　　 追加？　　　　　　　　　　　　  ◆ＦＩＦＯメモリの《Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ》フラグ認識に
　　　　　　　　　　　　　 Ｙｅｓ　　　　　 　     より追加データを補充する。
　　　　　　 　Ｎｏ

　　　　 ポイント１　　　　非サイクル・モードではブロック転送（ＯＵＴＳＢ）命令が最も速いデータ転送手段です。
　　　　　　　　　　　　　 １ブロックのデータ点数が数百点以上あれば、プログラム内容にもよりますが、一般的には
　　　　　　　　　　　 　ＤＭＡより速くなります。　出力データ点数が固定的な場合は当方法が最適です。

　　　　 ポイント２　　　　当サンプルでは１ブロック＝ＦＩＦＯメモリ容量の半分（標準なら５１２語）としています。
　　　　　　　　　　　　　 これによりアルゴリズムが簡単になります。　もし、出力データ点数に端数がでるときは
　　　　　　　　　　　 　最終ブロックの余剰部分を最終データで埋めるような方法もあるでしょう。

         割り込み          追加データ転送を《Ｎｏｔ-Ｈａｌｆ-Ｆｕｌｌ》フラグ割り込みの処理ルーチンで行う例が
                         【ＢＫＩＮＴ７８１．Ｃ】です。
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 制御ループ中で次のデータが（演算・処理等により）生成されながら出力される場合は１データ
 ずつ転送することになるでしょう。

　　　　　   図４－６Ｄ．クロック同期・非サイクルモード動作
　　　　　　　　　  　   【ポーリングによる１データずつ転送例：ＰＯＬ７８１．Ｃ】

　　　　　　　 　初期化　　　　　　　　　 ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）
　　　　　　 動作条件設定　　　　 　　　　◆ＤＡデータ更新モード：クロック同期・非サイクルモード、
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 終了条件を無制限に指定。
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　◆クロック源、分周比の指定。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　◆全データ数を指定。（ソフト上のダウンカウンタに設定）

　　　　 　初期ＤＡデータ列　　　　　　　 ◆ソフト上で初期データを生成。（パソコン側の許容メモリ量以内）

　　　　 　本ボード上の　　　　　　　　 　◆スタート前に書き込んでおくデータ量はプログラムの都合で任意。
　　　　 　ＦＩＦＯメモリに　　　　　　　 　本例ではＦＩＦＯメモリ容量満杯に充填する。
　　　　 　当初のデータ転送　　　　　　　 ◇ソフト上の全データ数カウンタから転送データ数を差し引く。

　　　　　　　  スタート　　　　　　　　　◆ここではソフトトリガ（即スタート）、外部ＴＴＬトリガ・スタートや
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 外部ＴＴＬ有効レベル間だけ出力する帯域トリガ動作も指定可能。

　　　　　　　　 中止？　　　　　Ｙｅｓ　　　　　  ◆【ＥＳＣＡＰＥ】キイ操作により動作中止。

　　　　　　　 Ｎｏ

　　　　　　　  終了？　　　　　　　　　　　　　   ◆全データ数カウンタが０になったら終了。
　　　　　　　  エラー？　　　　 Ｙｅｓ　　　　　 　 補充速度が遅いときなどに発生するエラーでも終了させる。

　　　　　　　 Ｎｏ
　　　　　　　　　　　　　 　 終了　　　　　　　　 ◆ステータスを表示して終了。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 　　追加データ生成・転送　  ◆１データ

　　　　　　　　　　　　 　　追加回数カウント　　  ◆全データ数からダウンカウント。

　　　　　　　　 追加？　　　　　　　　　　　　    ◆《クロックの有効エッジ検出》フラグ認識により追加データを
　　　　　　　　　　　 　　　Ｙｅｓ　　　　　　      補充する。
　　　　　　  Ｎｏ

　　　　　ポイント１　　　　当サンプルではＦＩＦＯメモリを使用したクロック同期・非サイクルモードを使用してい
　　　　　　　　　　　　　ますが、初期に複数のＤＡデータが確定していないとき（これが普通？）はＦＩＦＯメモリ
　　　　　　　　　　　　　を使用しない即時更新モードも全んど同じアルゴリズムが使えるでしょう。

　　　　　 割り込み　　　　 追加データ転送を《クロック》割り込みの処理ルーチンで行う例が【ＩＮＴ７８１．Ｃ】
　　　　　　　　　　　　　です。
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                     ５-１. システム構成・ソフトウエア構造

第５章．ＭＳ－ＤＯＳハンドラ

　 本機ＭＤＡ－７８１ＰＣＩで簡単に波形出力することのできる汎用ハンドラ（ＬＩＢ）です。
   ＭＳ－Ｃ，ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ等でリンクできます。　本機の基本的な機能が
 関数化されており、ユーザは御自身の記述するメインルーチンの中から自由に呼び出して使用する
 ことができます。【最大８チャンネル＝ボード数の同期運転も可能】

 ５５５５----１１１１. . . . システム構成システム構成システム構成システム構成・ソフトウエア構造・ソフトウエア構造・ソフトウエア構造・ソフトウエア構造

 ◇パソコン本体　　：　ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機（含９８ＮＸ機）
 ◇本体メモリ量　　：　本体メモリ６４０ＫＢ以上（ＥＭＳ、ＸＭＳメモリ使用可能）

 ◇ＯＳ・言語　　　：　ＭＳ－ＤＯＳ（3.1 以上）、および
 　　　　　　　　　　　ＭＳ－Ｃ（7.0）、Ｖｉｓｕａｌ－Ｃ＋＋、
 　　　　　　　　　　　ＴＵＲＢＯ－Ｃ＋＋（4.0）、または
 　　　　　　　　　　　ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ＋＋（3.1 以上）
  
 ◇供給メディア    ： 本ボード添付のサンプルディスク内。

 ◇対応ＤＡボード  ： ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ 【注】ＦＩＦＯメモリ３２Ｋ語以内

 ◇チャンネル数　　：　最大８（＝ボード数／マスタスレーブ接続）【注】

 ◇サンプリング速度：　クロック同期・サイクルモードでは２ＭＨｚ、
　　　　　　　　　　　 非サイクルモードではチャンネル数、データ数、ＣＰＵ速度に依存。
　　　　　　　　 【例】１ｃｈ／３２Ｋ語／ＰｅｎⅡ（４００ＭＨｚ）：約８００ＫＨｚ

 ◇ＤＡ出力データ数：　標準メモリ、または拡張メモリ（ＥＭＳ，ＸＭＳ）上で確保可能な容量
　　　　　　　　　　                                                    （バイト数÷２）

 【注】動作の制約等：  ◆複数ボード使用時のＦＩＦＯメモリは全ボード同一容量とする。
                       ◆　〃　 〃　 〃　の波形データ点数は全チャンネル同数とする。
　　　　　　　　　　   ◆　〃　 〃　 〃　のスタート／ストップは全チャンネル同時となる。

　　　　　　　　　　   ◆  非サイクルモードでの追加データ転送はポーリングまたは割り込みに
　　　　　　　　　　　   限る。  なお、本ハンドラ自体に自動繰り返し動作機能はない。

　　　　　　　　　  　 ◆  複数ボード使用時、マスタのクロック出力を直結できるスレーブ数は
　　　　　　　　　　　   使用する最高クロック値の制限を受ける。 その原因は波形が鈍るため
　　　　　　　　　　　   で、２ＭＨｚ：５枚、１ＭＨｚのとき７枚。
　　　　　　　　　　　     なおマスタからクロックを供給されたスレーブのクロック出力を他の
　　　　　　　　　　　   スレーブに供給可能。（通過遅れ：約２５０ｎｓ）

　　　　　　　　　　　　　　　図５－１．プログラム構造

　　　　　ユーザ・プログラム　　　　　 本ハンドラ　　　　　　　 割り込み、
　　　　　　　（Ｃ記述）　　　　　　　（Ｃ関数ＬＩＢ）　　　　　機械語ルーチン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ハンドラ内で実行）
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５-２. 使用準備                                                                           《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

 ５５５５----２２２２. . . . 使用準備使用準備使用準備使用準備

　 ハードウエアの準備　  　 本ハンドラは最大８枚のＭＤＡ－７８１ＰＣＩを運転することが
　　　　　　　　　　　　  できます。　各ボードの設定、接続は以下のとおりです。

　◆ １枚だけ使用するときはボード上のスイッチＳＷ－ＢＮの設定を出荷時の値（＝０）とする。

　◆ 複数枚使用するときは、２枚目以降（スレーブ各機）ボード上のスイッチＳＷ－ＢＮの設定を
     １、２，３，･･････ ７とし、１枚目（マスタボード）のクロック出力を各スレーブボードの
     クロック源入力に接続する。（３－１９項．参照）

　◆ マスタ機は外部クロック源入力、外部トリガを使用することもできる。
　◆ 各ボードの出力範囲は任意で、一致している必要はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｃ．マスタスレーブ接続（最大７スレーブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタ　　　 　　　　　　　 波形出力

                                                                                      ク
                                                                                      ロ
                                                                                      ッ
                                                                                      ク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　  波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブＮ　　　　　　　　　波形出力
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                               ５-３. ユーザプログラム記述

    ５５５５----３３３３....    ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述

　  以下の手順で記述します。　具体的にはサンプル・ソースに習ってください。

　（１）　初期化を行う。【ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ（ ）】

　　　　◆　ここではボードの存在やＰｎＰで設定されたリソース本ハンドラが認識すると同時に
　　　　　ボードリセット、その他、ハンドラ内の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

  （２）　パソコン本体の（標準，ＥＭＳ，or ＸＭＳ）メモリ上にＤＡデータバッファを確保し、
　　　  出力すべきＤＡデータを書き込む。

  （３）　サンプリング（ＤＡ出力）条件を設定する。

　　　　　　　◆サンプリング・モード関連　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ（ ）】
　　　　　　　◆トリガ関連　　　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ（ ）】
　　　　　　　◆クロック関連　　　　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ（ ）】
　　　　　　　◆内部基準電圧の設定　　　　【ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓｃａｌｅ（ ）】

　（４）　サンプリング開始。【ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ ）】

　（５）　動作状態（ステータス）取得。【ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ（ ）】

　（６）　サンプリング停止。【ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ）】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５－３．関数一覧

　　　　　　関数名 　　　　　　機能・動作 　　　　主なパラメータ等
ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ  ボード、本ハンドラの初期化  使用ボード数
ｄａ＿ｒｅｓｅｔ＿ｂｏａｒｄ  全ボードのリセット   
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ  トリガ（スタート）関連の設定  トリガ源、極性
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ  波形データ転送モードの設定  バッファ領域
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋ  オプション、外部クロックの設定  外部クロック周波数
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ  クロック源、クロック値の設定  クロック源/分周比
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓｃａｌｅ  スケール変数の設定  振幅制御データ
ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ  波形出力スタート（３２ＫＢ以内）  ＤＡデータ数/更新モード
ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ＿ｈ  波形出力スタート（３２ＫＢ超過） 　　〃   〃      〃  〃
ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｕｓｅｒ  波形出力スタート（ハンドラのバッファ不使用） 　　〃   〃      〃  〃
ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｄｉｒｅｃｔ  ボード上のＦＩＦＯにデータを直接書き込む
ｄａ＿ｏｕｔ＿ｐｒｏｍｐｔ  ＤＡ即時更新出力  ＤＡデータ
ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ  ボード・ステータスの取得  ボード・ステータス
ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ  波形出力の強制停止
ｄａ＿ｃｌｏｓｅ＿ｄａｓｙｓ  本ハンドラの終了

ｄａ＿ｏｕｔ＿ａｕｘ  汎用デジタル（ラッチ）出力  更新データ
ｄａ＿ｉｎｐ＿ａｕｘ  汎用デジタル（現在値）入力
ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ  拡張メモリにＤＡデータを書き込む  データ数/ブロック数/バッファ
ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ＿ｈ  拡張メモリにＤＡデータを書き込む     〃       〃        〃
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａｃｏｄｅ  ＤＡデータコードの選択  バイナリ/２の補数
ｄａ＿ｓｅｌ＿ｏｕｔｓｉｇ  出力信号（クロック／ＳＹＮＣ）切り替え
ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ  ＫＥＹ操作によるトリガ待ち停止 （ＣＮＴＬ）＋（ＰＡＵＳＥ）
ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ  ＫＥＹ操作による強制トリガ（出力開始）  ＥＳＣ/ＳＰＡＣＥ/ＥＮＴＥＲ
ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ  トリガ待ちタイムアウト時間の設定  秒単位
ｄａ＿ｃｌｅａｒ＿ｆｌａｇｓ  波形出力条件の再設定（前回と同一）
ｄａ＿ｏｎｉｎｔｒ＿ｆｕｎｃ  割り込みで実行するユーザ関数の指定  割り込み要因
ｄａ＿ｇｅｔ＿ｌｉｂｖｅｒ  本ハンドラのバージョン情報取得
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５-４. 関数仕様、エラーコード                                                             《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

 ５５５５----４４４４....    関数仕様、エラーコード関数仕様、エラーコード関数仕様、エラーコード関数仕様、エラーコード

　   初期化、動作条件設定、スタート、ストップ、ステータス取得、汎用割り込み処理、等々、
   各関数は波形出力を実現する基本機能単位となっています。　また、各関数は自身の性格から
   適切な実行手順があります。（前５－３項．参照）

 【1】本ハンドラのオープン、および初期化

 ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ（ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，ｌｏｎｇ ＊ｆｉｆｏ＿ｓｉｚｅ）

   ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ　　　　ＭＤＡ－７８１ＰＣＩボードの使用枚数。
   ｆｉｆｏ＿ｓｉｚｅ        検出した（マスタボード上の）ＦＩＦＯメモリ容量／Ｂｙｔｅ

　　 戻り値　　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　   エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　   機能・動作　　　　　　    プラグアンドプレイで設定された（各ボードの）Ｉ／Ｏアドレス、および割り込み
                             レベルを認識すると同時に、ボードリセット、その他、ハンドラ内の参照テーブルや
                             データバッファ等を初期化する。

                               ◇  ＦＩＦＯメモリ容量検出はマスタボードのみ

      ◇  当関数実行直後の各ボードは０ｖ出力、また即時更新モード。
                                   スケール変数を設定【７】すれば、いつでも１データ即時更新出力【９】が可能。

                               ◇  波形出力するときは【３】～【７】の条件設定後、

     【８】ｏｒ【８】‘ or【８】‘ ‘ でスタート。

【2】全ボード（MDA-781PCI）のリセット

    ｉｎｔ　ｄａ＿ｒｅｓｅｔ＿ｂｏａｒｄ（ｖｏｉｄ）

      引数　              　なし。

　  　戻り値　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　    エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　  機能・動作　　　　　  全ての制御レジスタは初期状態に戻る。（汎用デジタル出力は変化しない）
                            アナログ出力は０ｖに、スケール変数は０に戻る。
                            なお【１】初期化実行直後には必要ない。（本関数の動作は【１】初期化の一部）

 【3】トリガ（スタート方法）関連の設定

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒ（ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ， ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ）

　 ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ　   トリガ源。　／０：即トリガ、　１：外部トリガ（入力待ち）

　 ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ　　　　  　外部トリガ極性。／０：負エッジ（↓）、　１：正エッジ（↑）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２：負レベル、　　　　３：正レベル

　　 戻り値　　　　　　　　   正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　  　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　 機能・動作　　　　　　     波形出力スタート条件を設定する。　外部トリガ極性でレベルを指定したときは
　　　　　　　　　　　　　　  指定されたレベル間だけ波形出力が行われる帯域動作となる。（３－１３項参照）

                             《注》当設定はスタート関数【８】【８】’【８】’’ 実行時の動作に反映される。
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                             ５-４. 関数仕様、エラーコード

【4】波形データ転送モードの設定

　  ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅ（ｉｎｔ ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［ ］， ｉｎｔ ｂｕｆ＿ａｒｅａ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｗ）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］　　　波形データ追加転送方法。：不使用（本ボードではＩ／Ｏ命令に限る）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］　　　波形データ追加転送の起動要因（割り込み使用時は要求発信要因）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／０：Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ、　１：Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ Ｆｕｌｌ

　ｂｕｆ＿ａｒｅａ 　　　　　 波形データ格納バッファ。　／０：標準（コンベンショナル）メモリ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：ＥＭＳ、　２：ＸＭＳ

　ｉｎｔｒ＿ｓｗ　　　　　　　波形データ追加転送に割り込み使用の有無。／０：不使用、　１：使用

　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　機能・動作　　　　　　      波形データ追加転送（非サイクルモード）、および波形データバッファに関する
                              条件を設定する。　ここで割り込みを不使用とすれば追加転送の起動はポーリング
                              によって検出・実行される。　なお、ここで割り込みを使用しない設定のときは、
                              割り込みを【２３】ユーザ関数の起動に使用することもできる。

                              《注》当設定はスタート関数【８】【８】’【８】’’ 実行時の動作に反映される。

　　　　　　　　　図５－４．波形データ格納バッファ内のデータ配置

　　　　　　　　　　　　　　　　  　　先頭ＤＡデータの下位バイト
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　先頭ＤＡデータの上位バイト
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 ・
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 ・　　　　　　　　　　　　　 ボード番号＝０　：１枚目／マスタ
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 ・　　　　　　　　　　　　　（ｂｏａｒｄ＿ｎｏ）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　末尾ＤＡデータの下位バイト
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　末尾ＤＡデータの上位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   同　上　　　　　　　　 ボード番号＝１　：２枚目／スレーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　同　上　　　　　　　 ボード番号＝７　：８枚目／スレーブ
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【5】オプション、または外部クロック源周波数値の設定

   ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋ（ＵＬＯＮＧ ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ）

   ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ　 　オプション、または外部クロック源の周波数（Ｈｚ単位）

　  　戻り値　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　    エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　  機能・動作　　　　　   オプションまたは外部クロック源を使用する場合、その周波数（Ｈｚ単位）を設定する。
　　　　　　　  　　　　     後記【６】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋで分周比によるクロック指定、またはボードに
　　　　　　　　  　　　　 標準搭載の内部クロック源（１０ＭＨｚ、８.１９２ＭＨｚ）を使用するときは必要ない。

                           《注》当設定はスタート関数【８】【８】’【８】’’ 実行時の動作に反映される。

【6】サンプリング（波形出力同期）クロック値の設定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｃｌｏｃｋ（ｉｎｔ ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ, ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ,
                                      ｉｎｔ ＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ, ＵＬＯＮＧ ＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ）

　ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ　　    クロック源指定。／０：内部クロック源０（１０.０００ＭＨｚ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １：内部クロック源１（  ８.１９２ＭＨｚ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２：内部クロック源２（オプション）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ３：内部クロック源３（未使用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４：外部クロック源　（有効極性：↓）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５：外部クロック源　（有効極性：↑）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　　サンプリング・クロックの指定方法。／０：クロック周期の値、　１：分周比

　＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ　　　　クロック周期の単位。／０：ｓ，　１：ｍｓ，　２：μｓ，　３：ｎｓ

　＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ　　　クロック周期の値、または分周比。

　　　　戻り値　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　  エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　    サンプリング・クロック値を設定する。　なお設定できない値が指定されたときは
　　　　　　　　　　　　　　  設定可能な長い方の近似値が設定される。　またクロック源を２，４，５から選び、
　　　　　　　　　　　　　　  クロックを周期の値で指定するときは前記【５】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｅｘｃｌｋでクロッ
                              ク源の周波数値を定義しておく必要がある。

                              《注》当設定はスタート関数【８】【８】’【８】’’ 実行時の動作に反映される。

【7】スケール変数の設定

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓｃａｌｅ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｓｃａｌｅ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　更新設定する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　 ｓｃａｌｅ        　　スケール変数データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　　戻り値　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　 　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　 即時更新モードのときは新データで即時更新されます。
　　　　　　　　　　　　 本関数は【１】初期化または【２】リセット操作の後、いつでも単独で実行可能です。

　　　　　　　　　　　 ◇クロック同期更新動作（＝波形出力）中に本関数を実行することは振幅制御を意味します。
                         但し、クロックに同期して更新されるので最大１クロック時間の遅れが生じる。
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 【8】サンプリング（波形出力）スタート　《波形データバッファが３２Ｋ語以内のとき》

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ, ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　  １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分＝ＦＩＦＯ容量－１以内）

　　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　  更新モード。／０：サイクル（停止操作まで無限）、　１：　サイクル（①×②を出力）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：非サイクル（①×②を出力）
　　④ ＊ｂｕｆｐｔｒ　　　　波形データバッファのポインタ。

　　　　戻り値　　　　　　   正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　 サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。
　　　　　　　　　　　 　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

　　　　　　　　　　　　　　 データバッファ（パソコン側）は全チャンネル分で、図５－４の構成です。　なお、
　　　　　　　　　　　　　  【４】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅでｂｕｆ＿ａｒｅａを拡張（ＥＭＳ，ＸＭＳ）
　　　　　　　　　　　　　　 メモリに指定したとき①～④は全て無視されます。（【１６】で設定される）

 【8】‘ サンプリング（波形出力）スタート　《波形データバッファが３２Ｋ語を超えるとき》

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ＿ｈ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ, ＷＯＲＤ ＿ｈｕｇｅ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　 １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分＝ＦＩＦＯ容量－１以内）

　　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　 出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　 更新モード。／０：サイクル（停止操作まで無限）、　１：　サイクル（①×②を出力）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：非サイクル（①×②を出力）
　　④ ＊ｂｕｆｐｔｒ　　　 波形データバッファのポインタ。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。
　　　　　　　　　　　　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

　　　　　　　　　　　　　　データバッファ（パソコン側）は全チャンネル分で、図５－４の構成です。　なお、
　　　　　　　　　　　　　 【４】ｄａ＿ｓｅｔ＿ｓａｍｐｍｏｄｅでｂｕｆ＿ａｒｅａを拡張（ＥＭＳ，ＸＭＳ）
　　　　　　　　　　　　　　メモリに指定したとき①～④は全て無視されます。（【１６】’ で設定される）

 《注１》　サンプリング（波形出力）スタート関数【8】と【8】‘ は総出力データ量の大きさに
　 　　　より使い分けてください。　機能は全く同一です。

 《注２》　サイクルモード時の１ブロック当りデータ数（①）はＦＩＦＯメモリ容量－１以内で、
　　 　　指定回数（②）または停止操作まで繰り返し出力します。　一方、非サイクルモード時
　　 　　は総出力データ（①×②）を１回だけ出力して動作終了となります。
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【8】’’ サンプリング（波形出力）スタート  《ユーザプログラム側から直接データ転送するとき》

 ｉｎｔ ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｕｓｅｒ（ ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ，ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ，ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ）

　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　   １ブロック当りのデータ数。

　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　   出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　   更新モード。／０：非サイクル（①×②を出力）、 １：非サイクル（停止操作まで無限）

　　　　戻り値　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　  エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　機能・動作　　　    　サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。
　　　　　　　　　　　　　　引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。
　　　　　　　　　　　　　
 《注１》  当スタート関数は本ハンドラのデータバッファを使用せず、ユーザプログラム側から
         直接、ボードのＦＩＦＯメモリにデータ転送する関数（次【９】）と合わせて使用する。
           特に注意することは当スタート関数を呼ぶ前に最初の出力データを（【９】で）転送
         しておく必要がある。  スタート以後はステータス関数【11】によりＦＩＦＯメモリの
         充満状態を監視して適時（必要なら）追加データを転送する、また、【４】波形データ
         転送モード設定関数でｉｎｔｒ＿ｓｗ＝＝＝＝０（データ追加転送に割り込み不使用）として
         いるときは割り込み発生時に実行すべきユーザ関数【23】を利用することもできる。

 《注２》  なお当スタート関数は動作の性格から、機能を非サイクルモード非サイクルモード非サイクルモード非サイクルモードに限っている。

【9】対ボード（ＦＩＦＯメモリ）直接データ転送 ///【8】’’と組み合せ使用、上記《注１》参照。

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｄｉｒｅｃｔｆｉｆｏ（ ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｌｏｎｇ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,
                                                    ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ ）

    ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　      波形データ書き込む対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ
    ｎｕｍ＿ｄａｔａ        ここで書き込むデータ数／（前記【８】’’ の同名引き数とは意味が違う）
　  ｂｕｆｐｔｒ            波形データバッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　    　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　  本ハンドラのデータバッファを使用せずユーザプログラム側から直接、ボード上の
　　　　　　　　　　　　　  ＦＩＦＯメモリにデータを転送します。　高速のブロック転送命令を使用するので、
                            １度に書き込むデータ点数はＦＩＦＯメモリ容量の半分以下とするのが合理的です。

【10】マニュアル（即時更新）ＤＡ出力

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｕｔ＿ｐｒｏｍｐｔ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｐｒｏｍｐｔ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　　 更新出力する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ
　 ｕｐｄ＿ｐｒｏｍｐｔ　　 ＤＡ出力データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　新データで即時更新されます。
　　　　　　　　　　　　　  本関数は【１】初期化【７】スケール変数設定の後、単独で実行可能です。

　　　　　　　　　　　　　  ◇　波形出力中に本関数が実行されると、その時点で波形出力が停止し、続いて本関数の
　　　　　　　　　　　　　　　結果が得られます。　乗算出力モードのときは、この過程で出力に（瞬間的な）乱れが
　　　　　　　　　　　　　  　生じることがありますから御注意ください。
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【11】ボードステータスの取得

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｇｅｔ＿ｓｔａｔｕｓ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ０＿ｄａｔａ,
　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ＊ｅｏｓ, ｉｎｔ ＊ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ,
　　　　　　　　　　　　　　　  ｉｎｔ ＊ｕｐｄ＿ｅｒｒ, ｉｎｔ ｓｔａｔｕｓ［ ］）

     ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　 ステータス取得する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　① ｃｎｔ０＿ｄａｔａ　　（１ブロック中の）出力データ数カウンタの現在値。。／カウンタ＃０。
　② ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数カウンタの現在値。／カウンタ＃１。
　③ ｅｏｓ　　　　　　　　  ＤＡ出力終了。　　　／１：終了、　０：出力中または開始前。
　④ ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ　　　　割り込み要求発生。　／１：発生、　０：未発生／（３－１７項）
　⑤ ｕｐｄ＿ｅｒｒ　　　　　更新出力エラー。　　／１：発生、　０：未発生／（３－１４項）
　　 ｓｔａｔｕｓ［０］　　　ボードステータス１。／１バイト生データ（３－１４項）
　　 ｓｔａｔｕｓ［１］　　  ボードステータス２。／未使用

　　　　戻り値　　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　 ①②③は動作進行状況、または終了の検出に使用します。
　　　　　　　　　　　　　　 なお③④⑤は一旦セットされると【１】初期化、【２】ボードリセット、または
　　　　　　　　　　　　　　 【２２】フラグクリア関数でリセットするまで保持されます。

【12】サンプリング（波形出力）動作の強制停止

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　全チャンネル（ボード）のサンプリング動作を強制的に停止します。
　　　　　　　　　　　　　◇　各チャンネルの出力は最後に更新された値を保持しています。　この後、スタート関数
　　　　　　　　　　　　　　により再スタート（続きを実行）することができます。
　　　　　　　　　　　　　◇　ＦＩＦＯメモリ内の残りデータはそのまま待機状態です。　この後、新たな波形出力を
　　　　　　　　　　　　　　行うときは再度【３】～【７】の手順を踏むか、同一条件で再設定の関数【２２】を実行
　　　　　　　　　　　　　　してからスタート【８】ｏｒ【８】‘ ｏｒ【８】‘ ‘ させます。

【13】本ハンドラの終了

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｃｌｏｓｅ＿ｄａｓｙｓ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　本ハンドラの終了。　確保したメモリ領域の開放等、開始前の状態に戻す。

　　　　　　　　　　　　    【注】ＤＡ出力の最終状態を維持するためにボードのリセットは行いません。
　　　　　　　　　                 

　　  ★ 以上【１】～【13】が主要関数です。　以下の【14】～ は補助的な関数です。★
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【14】汎用デジタル（ラッチ）出力更新

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｕｔ＿ａｕｘ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｏｕｔ＿ｄａｔａ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　　 更新設定する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　 ｏｕｔ＿ｄａｔａ   　　  １ビット汎用デジタル（ラッチ）出力データ。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　ＴＴＬレベルの１ビット汎用デジタル（ラッチ）出力を更新する。
                            当出力ポートは電源投入（ハードウエア・リセット）時＝０Ｈとなるが、

【１】 初期設定、【２】ボード・リセット、【１３】ハンドラ終了などを実行しても
                           変化しない。

【15】汎用デジタル（現在値）入力

　 ｉｎｔ　ｄａ＿ｉｎｐ＿ａｕｘ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　　 更新設定する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　＝１ビット汎用デジタル（現在値）入力データ
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　ＴＴＬレベルの１ビット汎用デジタル入力（現在状態）を読み込む。

【16】拡張メモリにＤＡデータを書き込む（ｈｕｇｅポインタを使用しない場合）

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ,
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

  ① ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　書き込み対象チャンネル（ボード番号：０～７）
  ② ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　　１ブロック当りのデータ数
  ③ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　　全ブロック数
　④ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　　ＤＡ出力更新モード／０：サイクル（停止操作まで無限）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １：サイクル（②×③を出力）、 ２：非サイクル（②×③を出力）

　⑤ ｂｕｆｐｔｒ　　　　　バッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　 標準メモリに入りきれない大容量のデータをＤＡ出力するときは、当関数を使用して
　　　　　　　　　　　　　 拡張メモリに書き込んで使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 総データ数を標準メモリ上のバッファに入る程度の複数ブロックに等分し、１ブロック
　　　　　　　　　　　　　 ずつバッファに書き込んでから当関数を実行する（ブロック数だけ繰り返す）。
　　　　　　　　　　　　　 なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。
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【16】‘ 拡張メモリにＤＡデータを書き込む（ｈｕｇｅポインタを使用する場合）

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ,
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＷＯＲＤ ｈｕｇｅ ＊ｂｕｆｐｔｒ）

　① ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　書き込み対象チャンネル（ボード番号：０～７）
  ② ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　　１ブロック当りのデータ数
　③ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　　全ブロック数
　④ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　　ＤＡ出力更新モード／０：サイクル（停止操作まで無限）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １：サイクル（②×③を出力）、 ２：非サイクル（②×③を出力）

　⑤ ｂｕｆｐｔｒ　   　　 バッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　 標準メモリに入りきれない大容量のデータをＤＡ出力するときは、当関数を使用して
　　　　　　　　　　　　　 拡張メモリに書き込んで使用します。

　　　　　　　　　　　　　　 総データ数を標準メモリ上のバッファに入る程度の複数ブロックに等分し、１ブロック
　　　　　　　　　　　　　 ずつバッファに書き込んでから当関数を実行する（ブロック数だけ繰り返す）。
　　　　　　　　　　　　　　なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。

【17】ＤＡデータコードの指定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａｃｏｄｅ（ ｉｎｔ ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ ）

　　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ　　　ＤＡデータ・コードの選択。／０：バイナリ、　１：２の補数

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　本ボードＭＤＡ－７８１ＰＣＩの入力コード（ＤＡデータの型）を指定する。／全機共通

【18】クロック／ＳＹＮＣ・外部出力の切り替え

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｌ＿ｏｕｔｓｉｇ（ ｉｎｔ ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］ ）

　ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］　　　 クロック／ＳＹＮＣ・出力選択。／０：クロック、　１：ＳＹＮＣ
　　　　　　　　　　　　 ◇［ ］内はボード番号０～７、複数ボード使用時の［０］はマスタなので必ず０とする。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　　外部へのクロック信号出力（コネクタＣＮ２のＣＬＫ－ＯＵＴ）を必要ならＳＹＮＣ
　　　　　　　　　　　　　　信号（各１ブロック・データの開始タイミング）に切り替えることができる。　但し、
　　　　　　　　　　　　　　複数ボード使用時のマスタはクロックを出力しなくてはならないので、必ずクロック側
　　　　　　　　　　　　　　に設定すること。
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【19】 《 ＢＲＥＡＫキイ押下によるトリガ待ち停止 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ（ ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　動作の指定。／０：解除、　１：設定

　　  戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　機能・動作　　　　　ＢＲＥＡＫ（＝ＣＴＲＬ＋ＰＡＵＳＥ）キイの押下により、トリガ待ちを停止させる。
　　　　　　　　　　　　　サンプリング（波形出力）中であればサンプリングを強制停止させる。　スタート関数
　　　　　　　　　　　　　の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由でトリガが入力さ
　　　　　　　　　　　　　れない場合、人為的にトリガ待ちループから抜け出る手段となる。

【20】 《 有効キイ押下による強制的・即トリガ動作 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ（ ｉｎｔ ａｃｔ＿ｋｅｙ ）

　ａｃｔ＿ｋｅｙ　　　　 有効な動作ｋｅｙ。／０：解除、　１：ＥＳＣ、　２：ＳＰＡＣＥ、　３：ＥＮＴＥＲ

　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　機能・動作　　　　 有効な動作キイの押下により、強制的に即トリガ動作（波形出力開始）させる。
　　　　　　　　　　　　 スタート関数の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由で
　　　　　　　　　　　　 トリガが入力されない場合、人為的にトリガ待ちループから抜け出る手段となる。

【21】 《 （トリガ待ち）タイムアウト 》の設定／解除

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ（ ＷＯＲＤ ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ ）

　ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ　　　　タイムアウトまでの時間（単位＝秒）。／１～６５５３５、　　０：解除、

　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　機能・動作　　　　　スタート関数の実行によって外部トリガ待ち状態になったにもかかわらず何かの理由で
　　　　　　　　　　　　　トリガが入力されない場合、当時間が経過するとトリガ待ちを停止する。

【22】フラグクリア、およびサンプリング条件の再設定

　ｉｎｔ　ｄａ＿ｃｌｅａｒ＿ｆｌａｇｓ（ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　ＤＡ出力条件再設定の有無。／０：フラグクリアのみ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：フラグクリア後、ＤＡ出力条件を再設定する。

　　 戻り値　　　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　機能・動作　　　　　　　各フラグをクリアし（３－１４項）、サンプリング条件を前回と同一に再設定する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　ＤＡ出力条件の再設定：　具体的には【３】～【７】の関数を実行する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　フラグクリアにはＦＩＦＯメモリのリセットが含まれており、停止時の残りデータを
　　　　　　　　　　　　　　　破棄して（停止時の出力値を起点に）新データ群を定義・出力することができる。
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 【23】 割り込み発生時に実行するユーザ関数の設定

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ（ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｖｏｉｄ ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ ｆａｒ ＊ｆｕｎｃ）

　　ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ　　　割り込み要求の発生要因。／０：クロック（波形出力の各データ更新タイミング）
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：外部割り込み入力（↓）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：外部割り込み入力（↑）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３：トリガ発生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４：指定ブロック数の更新出力終了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５：各ブロックの先頭データ更新出力時
                                                          ６：（ＦＩＦＯ）Ｎｏｔ Ｆｕｌｌ
                                                          ７：（ＦＩＦＯ）Ｎｏｔ Ｈａｌｆ－Ｆｕｌｌ

　　　＊ｆｕｎｃ　　　　　　　　ユーザ作成関数のポインタ

　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　機能・動作　　　　　　　　ユーザが任意に作成した割り込み処理関数の指定。

　　　　　　　　　　　　　　　◇　但し、当指定は【４】波形データ転送モードで、割り込みを不使用に設定した場合
　　　　　　　　　　　　　　　　のみ可能です。　なお、【１】初期化実行の直後は可能な状態です。

【24】 本ハンドラのバージョン取得

　　ｉｎｔ　ｄａ＿ｇｅｔ＿ｌｉｂｖｅｒ（ｉｎｔ ｖｅｒ ）

　　　　ｖｅｒ　　　　　　　　　　０：戻り値は（メジャー・バージョン番号）＋（マイナー・バージョン番号）
      　　　　　　　　　　　　　　１：戻り値は（メジャー・バージョン番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　２：戻り値は（マイナー・バージョン番号）

　　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　本ハンドラのバージョン番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表５－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　　　　本ハンドラのバージョン情報を得る

　　　　　　　　　　　　　　　　◇　例えばバージョンが１.０１の場合、本関数をｖｅｒ＝０として実行すると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 戻り値は０ｘ１０１となります。
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 □■ エラー ■□　　 本ハンドラの各関数は実行前後（または実行中）に不適当なパラメータや
　　　　　　　　　　動作状態を検出するとエラーコードを返してきます。

   表５－４Ａ．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　　　　適用関数、引数、等
－　１  ボードを検出できない。（未装着）  ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ
－　２  指定枚数分のボードを認識できない。  ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ
－　３  ＩＤ不一致。  ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ
－　４  ボード（ＦＩＦＯメモリ）にアクセスできない。  ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ
－  ５  当ハンドラ初期化時のメモリ不足。  ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ
－  ６  初期化（ｄａ＿ｏｐｅｎ＿ｄａｓｙｓ）が未実行。 　
－  ７  スタート関数【８】【８】’【８】’’ 実行前の条件設定不足。  ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ

　
－１０  ボード数、またはボード番号指定エラー。  ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，ｂｏａｒｄ＿ｎｏ
－１１  トリガ源の指定が不適当。  ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ
－１２  トリガ極性の指定が不適当。  ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ
－１３  波形データ追加転送方法の指定が不適当。  ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］
－１４  波形データ追加転送の起動要因指定が不適当。  ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［１］
－１５  波形データ格納バッファの指定が不適当。  ｂｕｆ＿ａｒｅａ
－１６  割り込み使用の有無指定が不適当。  ｉｎｔｒ＿ｓｗ
－１７  クロック源の指定が不適当。  ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ
－１８  クロック値の指定が不適当。  ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ
－１９  クロック周期単位の指定が不適当。  ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ
－２０  クロック周期値の指定が不適当。  ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ
－２１  １ブロック当りのデータ数、ブロック数値の指定が不適当。  ｎｕｍ＿ｄａｔａ，ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ
－２２  更新モードの指定が不適当。  ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ
－２３  更新モード＝サイクル時に割り込みは不可。 　
－２４  ＦＩＦＯメモリ容量を超えるデータ数の書き込み。 　
－２５  データ数が６４ＫＢを超える。  ｄａ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ ）
－２６  スケール変数の指定値が不適当。  ｓｃａｌｅ

　 　
　 　

－３０  データ格納バッファに拡張メモリが指定されていない。 　ｄａ＿ｗｒｉｔｅ＿ｅｘｍｅｍ（ ）
－３１  拡張メモリへのデータ書き込みは全て終了済み。 　同上。
－３２  指定ボード用のデータは既に拡張メモリに書き込み済み。 　同上。
－３３  前ボード用のデータ書き込み未完了。（若い番号ボードから順に！） 　同上。
－３４  ＤＡデータ・コード指定が不適当。 　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ

－３６  ＤＡ出力停止ＫＥＹは【ＣＮＴＬ＋ＰＡＵＳＥ】ＫＥＹに設定済み。 　
－３７  トリガ待ち解除・強制実行（スタート）ＫＥＹは設定済み。 　
－３８  ＤＡ出力（サンプリング）に割り込みを使用している。 　ｄａ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ
－３９  割り込み要求源の指定が不適当。 　ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ
－４０  ユーザ作成関数が存在しない。 　ｆｕｎｃ
－４１  外部クロック源周波数の指定なしでクロック周期を指定した。 　ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ
－４２  指定したクロック周期または分周比が大きすぎる。 　ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ

－５０ 　ＤＡ出力（サンプリング）終了。
－５１ 　【ＣＮＴＬ＋ＰＡＵＳＥ】ＫＥＹで停止した。
－５２ 　タイムアウト時間経過によりトリガ待ちを停止した。
－５３ 　クロック同期更新エラー発生。（クロック値が速すぎるときなど）
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                             ５-４. 関数仕様、エラーコード

   表５－４Ｂ．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　　 適用関数、引数、等

－６０ 　ＥＭＳ関連：常駐していない。 　
－６１ 　ＥＭＳ関連：物理ページのエントリ取得エラー。 　
－６２ 　ＥＭＳ関連：物理ページ数が不足。（４ページ必要） 　
－６３ 　ＥＭＳ関連：ページ・フレームのアドレス取得エラー。
－６４ 　ＥＭＳ関連：未アロケート・ページ数取得エラー。 　
－６５ 　ＥＭＳ関連：メモリ不足エラー。 　
－６６ 　ＥＭＳ関連：ページの割り当てとハンドルの取得エラー。 　
－６７ 　ＥＭＳ関連：マップエラー、ＥＭＳデータ転送エラー（割り込み時）。
－６８ 　ＥＭＳ関連：既に開放されている。

－７０ 　ＸＭＳ関連：常駐していない。
－７１ 　ＸＭＳ関連：ドライバ・エントリアドレス取得エラー。
－７２ 　ＸＭＳ関連：フリーメモリ取得エラー。
－７３ 　ＸＭＳ関連：メモリ不足エラー。
－７４ 　ＸＭＳ関連：メモリ確保エラー。
－７５ 　ＸＭＳ関連：転送バッファ確保エラー。
－７６ 　ＸＭＳ関連：データ転送エラー。
－７７ 　ＸＭＳ関連：マップエラー、ＸＭＳデータ転送エラー（割り込み時）。
－７８ 　ＸＭＳ関連：既に開放されている。
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                      ６-1. システム構成・ソフトウエア構造／ＷＩＮＤＯＷＳ

                      第６章．ＷＩＮＤＯＷＳハンドラ     

                                  

  本ＤＡボード／ＭＤＡ－７８１ＰＣＩをＶＣ、ＶＣ＋＋、ＶＢ等で簡単に使用することのできる
ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８・ＭＥ・ＮＴ・２０００・ＸＰ用ハンドラＤＬＬ（＋ドライバ）です。
本ボードの基本機能が関数化されており、ボード内蔵クロックによる自動出力：波形出力や外部

イベントに同期した出力機能もサポートされています。  ユーザは自身の記述するメインルーチン
中から呼び出して使用することができます。

６６６６----１１１１....システム構成システム構成システム構成システム構成・ソ・ソ・ソ・ソフトウエア構造フトウエア構造フトウエア構造フトウエア構造

パソコン本体  ： ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機（含む９８ＮＸ機）
拡張メモリ量  ： １６ＭＢ以上

ＯＳ／ｺﾝﾊﾟｲﾗ  ： ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８・ＭＥ・ＮＴ・２０００・ＸＰ／３２ビット専用。

                 添付サンプル：Visual-Ｃ，Ｃ＋＋（5.0）
                                 Visual-Basic（5.0）
                                 Borland-Ｃ(5.0)，Delphi（3.0）

 ◇供給メディア    ： 本ボード添付のサンプルディスク内。

 ◇対応ＤＡボード  ： ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ 【注】ＦＩＦＯメモリ３２Ｋ語以内。
 ◇チャンネル数　　： 最大８（＝ボード数／マスタスレーブ接続）
 ◇サンプリング速度： クロック同期・サイクルモードでは２ＭＨｚ、
　　　　　　　　　　　非サイクルモードではチャンネル数、データ数、ＣＰＵ速度に依存。
　　　　　　　  【例】１ｃｈ／３２Ｋ語／ＰｅｎⅡ（４００ＭＨｚ）：約８００ＫＨｚ

 ◇出力データ点数  ： 拡張メモリ空容量（１語＝２バイト）

◇ 割り込み        ： ＷＩＮＤＯＷＳ２０００・ＸＰでは使用不可。
                      ９５・９８・ＭＥでの使用は任意。使用は任意。使用は任意。使用は任意。（要リソース取得／１-５項）

 ◇ＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷ等で利用可能（サンプルｖｉソース参照）

                                       図６－１．ソフトウエア構造

             （WINDOWS NT/2000/XP の場合）                     （WINDOWS95･98･ME の場合）

                 　ユーザプログラム   ･･････（サンプル添付）･･････  ユーザプログラム

                   Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ   ･･････（本ボード専用）･･････  Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ
                   割込                                              割込

                       デバイス       ･･････（本ボード専用）･･････  デバイス
                       ドライバ                                     ドライバ

                        本ボード                                          本ボード
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６-２. 使用準備／ＷＩＮＤＯＷＳ                                                           《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

 【注】動作の制約等： ◆複数ボード使用時のＦＩＦＯメモリは全ボード同一容量とする。
                      ◆　〃　 〃　 〃　の波形データ点数は全チャンネル同数とする。
　　　　　　　　　　  ◆　〃　 〃　 〃　のスタート／ストップは全チャンネル同時。

　　　　　　　　　　  ◆  非サイクルモードでの追加データ転送はポーリングまたは割り込みに
　　　　　　　　　　　  限る。  なお本ハンドラ自体に自動繰り返し動作機能はない。

　　　　　　　　　  　◆  複数ボード使用時、マスタのクロック出力を直結できるスレーブ数は
　　　　　　　　　　    使用する最高クロック値の制限を受ける。  原因は波形が鈍るためで、
　　　　　　　　　　　  ２ＭＨｚ：５枚、１ＭＨｚのとき７枚。
　　　　　　　　　　　    なおマスタからクロックを供給されたスレーブのクロック出力を他の
　　　　　　　　　　　  スレーブに供給する結線も可能。（通過遅れ：約２５０ｎｓ）

    ６６６６----２２２２. . . . 使用準備使用準備使用準備使用準備

　 ハードウエアの準備　   　 本ハンドラは最大８枚のＭＤＡ－７８１ＰＣＩを運転することが
　　　　　　　　　　　　   できます。　各ボードの設定、接続は以下のとおりです。

　◆ １枚だけ使用するときはボード上のスイッチＳＷ－ＢＮの設定を出荷時の値（＝０）とする。

　◆ 複数枚使用するときは、２枚目以降（スレーブ各機）ボード上のスイッチＳＷ－ＢＮの設定を
     １、２，３，･･････ ７とし、１枚目（マスタボード）のクロック出力を各スレーブボードの
     クロック源入力に接続する。（３－１９項．参照）

　◆ マスタ機は外部クロック源入力、外部トリガを使用することもできる。
　◆ 各ボードの出力範囲は任意で、一致している必要はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１Ｃ．マスタスレーブ接続（最大７スレーブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタ　　　　　　 　　　　 波形出力

                                                                                     ク
                                                                                     ロ
                                                                                     ッ
                                                                                     ク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　  波形出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブＮ　　　　　　　　　波形出力
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                           ６-２. 使用準備／ＷＩＮＤＯＷＳ

ソフトウエアの準備

   まず第４章（４－１項）にしたがって本ボード関連ファイルをインストールします。
 次に本関数ＤＬＬ／専用ドライバを所定のフォルダに移すインストール作業は以下のとおり。

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８・ＭＥの場合

   (1) ¥WINDOWS フォルダ に“Ｈ７８１＿９５△.ＤＬＬ”をコピーする。

   (2) ¥WINDOWS¥SYSTEM フォルダに“Ｄ７８１＿９５△.ＶＸＤ”をコピーする。

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ（4.0）の場合 ／AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行う／

   (1) ¥WINDOWS¥SYSTEM32 フォルダに“Ｈ７８１＿ＮＴ△.ＤＬＬ”をコピーする。

   (2) ¥WINDOWS¥SYSTEM32¥DRIVERS フォルダに  “Ｄ７８１＿ＮＴ０.ＳＹＳ”
                                           ～“Ｄ７８１＿ＮＴ７.ＳＹＳ”をコピーする。

   (3) 任意のフォルダにユーティリティ“Ｄ７８１Ｒｅｇ.ｅｘｅ”をコピーする。

      【注】ファイル名中の末尾文字△はバージョン変更時に追加（初期は無し）されます。

 《デバイスドライバの設定／リソースの確認》

     デバイスドライバの設定／リソースの確認ユーティリティ（Ｄ７８１Ｒｅｇ）を起動すると、
   本ボードの（プラグアンドプレイで設定された）Ｉ／Ｏアドレス・割り込みレベル情報をレジ
   ストリに書き込み、（確認のため）表示し、さらに本専用ドライバに同情報を設定します。
     このとき同時に、以後の本専用ドライバ起動方法（自動自動自動自動／手動／禁止）を選択設定します。

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ２０００／ＸＰ２０００／ＸＰ２０００／ＸＰの場合 ／AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行う／

   (1)  当社製ＰＣＩボード（複数可能）に共通使用できるＷＩＮＤＯＷＳ２０００用のＷＤＭ
      ドライバ“DMS_PCI.SYS”はボードインストール時に（ボードインストールディスクから）
      自動的にインストールされます。
                                   インストール先：¥WINDOWS¥SYSTEM32¥DRIVERS フォルダ
        このＷＤＭドライバは当社製の全ＰＣＩボード（複数可）から共通に使用できる汎用品
      です。  すなわち各個別ＰＣＩボード専用の関数ＤＬＬを用意すれば、当ＷＤＭドライバ
      １本で当社製の全ＰＣＩボードを動作させることができます。

   (2)  本関数ＤＬＬもボードインストール時に所定の ¥WINDOWS¥SYSTEM32 にコピーされている
      ので、即サンプル（¥MSCIENCE¥HND_2K¥MDA781 以下）を使用できます。
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６-３. ユーザプログラム記述／ＷＩＮＤＯＷＳ                                               《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

    ６６６６----３３３３....    ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述ユーザプログラム記述

   御自身の記述したメインプログラムから本ハンドラＤＬＬ（＋ドライバ）を使用します。
   テストには付属のサンプルプログラムを御利用ください。 前６-２項に従ってインストール
 しておきます。  本ボードの操作は通常以下の手順となります。 具体的なコーディングについ
 てはサンプル・ソースを御覧ください。

　（１）　初期化を行う。【ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ（ ）】

　　　　◆　ここではボードの存在やＰｎＰで設定されたリソース本ハンドラが認識すると同時に
　　　　　ボードリセット、その他、ハンドラ内の参照テーブルやデータバッファを初期化する。

（２）　 パソコン本体メモリ上にデータバッファを確保し、出力すべきＤＡデータを書き込む。
              ◆サンプリング・モード関連　【ＤＡ＿Ｓｅｔ＿ＳａｍｐＭｏｄｅ（ ）】

  （３）　サンプリング（ＤＡ出力）条件を設定する。

　　　　　　　◆トリガ関連　　　　　　　　【ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ（ ）】
　　　　　　　◆クロック関連　　　　　　　【ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｃｌｏｃｋ（ ）】
　　　　　　　◆スケール変数の設定　　　　【ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｓｃａｌｅ（ ）】
　　　　　　　◆波形データの設定　　　　  【ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤｌｌＢｕｆ（ ）】

　（４）　サンプリング開始。【ＤＡ＿Ｓｔａｒｔ＿Ｓａｍｐ（ ）】

　（５）　動作状態（ステータス）取得。【ＤＡ＿Ｇｅｔ＿Ｓｔａｔｕｓ（ ）】

　（６）　サンプリング停止。【ＤＡ＿Ｓｔｏｐ＿Ｓａｍｐ（ ）】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表６－３．関数一覧

　　　　　　関数名 　　　　　　機能・動作 　　　　主なパラメータ等
ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ  ボード、本ハンドラの初期化  使用ボード数
ＤＡ＿Ｒｅｓｅｔ＿Ｂｏａｒｄ  全ボードのリセット   
ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ  トリガ（スタート）関連の設定  トリガ源、極性
ＤＡ＿Ｓｅｔ＿ＳａｍｐＭｏｄｅ  波形データ転送モードの設定  バッファ領域
ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｅｘｃｌｋ  オプション、外部クロックの設定  外部クロック周波数
ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｃｌｏｃｋ  クロック源、クロック値の設定  クロック源/分周比
ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｓｃａｌｅ  スケール変数の設定  スケール変数データ
ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤＬＬＢｕｆ  対ＤＬＬ管理バッファへのデータ転送  波形出力データ
ＤＡ＿ｗｒｉｔｅ＿ＤｉｒｅｃｔＦｉｆｏ  対ボードＦＩＦＯへの直接データ転送  波形出力データ
ＤＡ＿Ｓｔａｒｔ＿Ｓａｍｐ  波形出力スタート（３２ＫＢ以内）  ＤＡデータ数/更新モード
ＤＡ＿Ｏｕｔ＿Ｐｒｏｍｐｔ  ＤＡ即時更新出力  ＤＡデータ

ＤＡ＿Ｇｅｔ＿Ｓｔａｔｕｓ  ボード・ステータスの取得  ボード・ステータス
ＤＡ＿Ｓｔｏｐ＿Ｓａｍｐ  波形出力の強制停止
ＤＡ＿Ｃｌｏｓｅ＿ＤＡＳｙｓ  本ハンドラの終了

ＤＡ＿Ｏｕｔ＿Ａｕｘ  汎用デジタル（ラッチ）出力  更新データ
ＤＡ＿Ｉｎｐ＿Ａｕｘ  汎用デジタル（現在値）入力
ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｄａｔａｃｏｄｅ  ＤＡデータコードの選択  バイナリ/２の補数
ＤＡ＿Ｓｅｌ＿Ｏｕｔｓｉｇ  （クロック／ＳＹＮＣ）出力切り替え
ＤＡ＿Ｃｌｅａｒ＿Ｆｌａｇｓ  波形出力条件の再設定（前回と同一）
ＤＡ＿Ｇｅｔ＿Ｌｉｂｖｅｒ  本ハンドラのバージョン情報取得

  【注】 ＷＩＮＤＯＷＳ２０００２０００２０００２０００用に限り、関数名が異なります。
         すなわち関数名中、文字“ＤＡ”の直後に対象ボード名（３桁番号）が含まれます。
         例：ＤＡ７８１＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
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   重 要 １       本ハンドラを構成する関数は一定手順、または特定の組み合わせでのみ有効に
                動作します。  基本手順については本項先頭に記しましたとおり、本ハンドラを
                オープン、関数【３】～【７】でサンプリング出力条件を設定したら後はスター
                ト（トリガ待ち）関数【10】を呼ぶだけです。

 ＜例１＞     サイクルモード動作のときは必ず、
            【４】で波形データ格納バッファを本ハンドラＤＬＬの本ハンドラＤＬＬの本ハンドラＤＬＬの本ハンドラＤＬＬの管理領域（buf_area = 0）と
            し、関数【８】で出力波形データを同バッファに事前転送してからスタート【10】し
            てください。  なおユーザプログラムの管理領域から各ボードに直接データ転送する
            形はとれません。

              非サイクルモード非サイクルモード非サイクルモード非サイクルモード動作のとき注意することは関数【４】で指定する波形データ格納
            バッファと関数【８】【９】による波形データ設定です。

 ＜例２＞   【４】で波形データ格納バッファを本ハンドラＤＬＬの本ハンドラＤＬＬの本ハンドラＤＬＬの本ハンドラＤＬＬの管理領域（buf_area = 0）と
            して完全自動出力させる場合は、“スタート操作”【１０】実行前に【８】出力波形
            データを同バッファに事前転送しておきます。
              このとき､“波形データ転送の起動要因”を《Not-HALF-FULL》に設定してある場合
            は“ＦＩＦＯメモリ容量”の半分単位でブロック転送、また《Not-Full》に設定した
            場合は“１データ”単位で転送する。
              以上はバックグランドで自動実行され、指定 データ点数に達すると自動停止する。

 ＜例３＞   【４】で波形データ格納バッファをユーザプログラムのユーザプログラムのユーザプログラムのユーザプログラムの管理領域（buf_area = 1）と
            して半自動出力させる場合は、“スタート操作”【１０】でクロック自動出力は開始
            されますが、当ハンドラによるボード上のＦＩＦＯメモリへの追加データ自動補給は
            行なわれません。  ユーザプログラム側で【１２】ステータスをポーリングするか、
            割り込みイベント（【４】intr_sw で要因指定）によりＦＩＦＯメモリの充満状態を
            検出し、【９】逐次・追加データ補給を行う必要があります。
              また前記＜例２＞と違い、“スタート操作”【１０】前に出力データの先頭部分を
            書き込んでおく（【９】）必要もあるでしょう。

              この手順では連続サンプリングが“ストップ操作”まで無限に実行できますから、
            制御ループを含むアプリケーションに適します。

   重 要 ２       本ハンドラＤＬＬを（ＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷＬａｂＶＩＥＷなどの）市販・完成アプリケーション
                から呼出し実行するときはオープン＆初期化関数【１】でウインドウハンドル
                ＨＷＮＤＨＷＮＤＨＷＮＤＨＷＮＤ    ＯｗｎｅｒＯｗｎｅｒＯｗｎｅｒＯｗｎｅｒに ＮＵＬＬＮＵＬＬＮＵＬＬＮＵＬＬを渡します。  この場合、アプリケーション
                側は本ハンドラからの各種メッセージを受け取ることができませんから、この
                条件を踏まえた利用に制限されます。
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６６６６----４．関数仕様、エラーコード４．関数仕様、エラーコード４．関数仕様、エラーコード４．関数仕様、エラーコード

　   初期化、動作条件設定、スタート、ストップ、ステータス取得、汎用割り込みイベント等、
   各関数は波形出力を実現する基本機能単位となっています。　また、各関数は自身の性格から
   適切な実行手順があります。（前６－３項．参照）

                    【注】  ＷＩＮＤＯＷＳ２０００２０００２０００２０００用に限り、各関数名中“ＤＡ”の直後に
                          ３桁のボード番号が入ります。／例：DA781_Open_DASys

 【1】本ハンドラのオープン、および初期化

  ｉｎｔ ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ（ ＨＷＮＤ Ｏｗｎｅｒ，
                                      ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，ｉｎｔ ＊ｆｉｆｏ＿ｓｉｚｅ）

   ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ　　　　ＭＤＡ－７８１ＰＣＩボードの使用枚数。
   ｆｉｆｏ＿ｓｉｚｅ        検出した（マスタボード上の）ＦＩＦＯメモリ容量／Ｂｙｔｅ

　　 戻り値　　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　   エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　   機能・動作　　　　　　  プラグアンドプレイで設定された（各ボードの）Ｉ／Ｏアドレス、および割り込み
                           レベルを認識すると同時に、ボードリセット、その他、ハンドラ内の参照テーブルや
                           データバッファ等を初期化する。

                           ◇  ＦＩＦＯメモリ容量検出はマスタボードのみ

  ◇  当関数実行直後の各ボードは０ｖ出力、また即時更新モード。
                               スケール変数を設定【７】すれば、いつでも１データ即時更新出力【１１】が可能。

                           ◇  波形出力するときは【３】～【８or９】の条件設定後、【１０】 でスタート。
       

【2】全ボード（MDA-781PCI）のリセット

    ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｒｅｓｅｔ＿Ｂｏａｒｄ（ｖｏｉｄ）

      引数　              　なし。

　  　戻り値　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　    エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　  機能・動作　　　　　  全ての制御レジスタは初期状態に戻る。（汎用デジタル出力は変化しない）
                            アナログ出力は０ｖ、スケール変数は０に戻る。
                            なお【１】初期化実行直後には必要ない。（本関数の動作は【１】初期化の一部）

 【3】トリガ（スタート方法）関連の条件設定

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ（ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ， ｉｎｔ ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ）

　 ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ　   トリガ源。　／０：即トリガ（即スタート）、　１：外部トリガ（入力待ち）

　 ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ　　　　  　外部トリガ極性。／０：負エッジ（↓）、　１：正エッジ（↑）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２：負レベル、　　　　３：正レベル

　　 戻り値　　　　　　　　   正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　  　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　 機能・動作　　　　　　     波形出力スタート条件を設定する。　外部トリガ極性でレベルを指定したときは
　　　　　　　　　　　　　　  指定されたレベル間だけ波形出力が行われる帯域動作となる。（３－１３項参照）

                              《注》当設定はスタート関数【１０】実行時の動作に反映される。
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【4】波形データ転送モード、および割り込みイベント発生要因の設定

　  ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｔ＿ＳａｍｐＭｏｄｅ（ｉｎｔ ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ， ｉｎｔ ｂｕｆ＿ａｒｅａ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ｉｎｔ ｉｎｔｒ＿ｓｗ）

　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ      波形データ追加転送の起動要因（割り込みは使用されない）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　／０：Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ、　１：Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ Ｆｕｌｌ

　ｂｕｆ＿ａｒｅａ 　　 波形データ格納バッファ指定。  ／０：当ハンドラ内ＤＬＬの管理するバッファ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    １：ユーザプログラムの管理するバッファ

ｉｎｔｒ＿ｓｗ　　　　割り込みイベント発生要因指定。／０：割り込み不使用、  １：連続サンプリング・クロック
                                                        ２：外部割り込み入力信号（↓）、
                                                        ３：外部割り込み入力信号（↑）、     ４：トリガ発生、
                                                        ５：指定ブロック数出力終了、 ６：１ブロック出力開始、
                                                        ７：Ｎｏｔ－Ｆｕｌｌ状態
                                                        ８：Ｎｏｔ－Ｈａｌｆ Ｆｕｌｌ状態

　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　  エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　機能・動作　　　　　　波形データ追加転送（非サイクルモード）、および波形データバッファに関する条件を
                        設定する。　割り込みイベントは任意に使用できる。（要割り込みリソース取得）
                               
                        《注》当設定はスタート関数【１０】 実行時の動作に反映される。

　　　　　　　　　図６－４．波形データ格納バッファ内のデータ配置

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 先頭ＤＡデータの下位バイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 先頭ＤＡデータの上位バイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・　　　　　　　　　　　　　 ボード番号＝０　：１枚目／マスタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ・　　　　　　　　　　　　　（ｂｏａｒｄ＿ｎｏ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 末尾ＤＡデータの下位バイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 末尾ＤＡデータの上位バイト

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  　同　上　　　　　　　　 ボード番号＝１　：２枚目／スレーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　同　上　　　　　　　 ボード番号＝７　：８枚目／スレーブ
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【5】オプション、または外部クロック源周波数値の設定

   ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｅｘｃｌｋ（ｉｎｔ ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ）

   ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ　 　オプション、または外部クロック源の周波数（Ｈｚ単位）

　  　戻り値　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　    エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　  機能・動作　　　　　   オプションまたは外部クロック源を使用する場合、その周波数（Ｈｚ単位）を設定する。
　　　　　　　  　　　　     後記【６】ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｃｌｏｃｋで分周比によるクロック指定、またはボードに
　　　　　　　　  　　　　 標準搭載の内部クロック源（１０ＭＨｚ、８.１９２ＭＨｚ）を使用するときは必要ない。

                           《注》当設定はスタート関数【１０】実行時の動作に反映される。

【6】サンプリング（波形出力同期）クロック値の設定

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｃｌｏｃｋ（ｉｎｔ ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ, ｉｎｔ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ,
                                      ｉｎｔ ＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ, ｉｎｔ ＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ）

　ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ　　    クロック源指定。／０：内部クロック源０（１０.０００ＭＨｚ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １：内部クロック源１（  ８.１９２ＭＨｚ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２：内部クロック源２（オプション）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ３：内部クロック源３（未使用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４：外部クロック源　（有効極性：↓）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５：外部クロック源　（有効極性：↑）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　　サンプリング・クロックの指定方法。／０：クロック周期の値、　１：分周比

　＊ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ　　　　クロック周期の単位。／０：ｓ，　１：ｍｓ，　２：μｓ，　３：ｎｓ

　＊ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ　　　クロック周期の値、または分周比。

　　　　戻り値　　　　　　　  正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　  エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　    サンプリング・クロック値を設定する。　なお設定できない値が指定されたときは
　　　　　　　　　　　　　　  設定可能な長い方の近似値が設定される。　またクロック源を２，４，５から選び、
　　　　　　　　　　　　　　  クロックを周期の値で指定するときは前記【５】ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｅｘｃｌｋでクロッ
                              ク源の周波数値を定義しておく必要がある。

                              《注》当設定はスタート関数【１０】 実行時の動作に反映される。

【7】スケール変数の設定

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｓｃａｌｅ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｓｃａｌｅ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　   更新設定する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　 ｓｃａｌｅ   　　    スケール変数データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　機能・動作　　　　　即時更新モードのときは新データで即時更新されます。
　　　　　　　　　　　  本関数は【１】初期化または【２】リセット操作の後、いつでも単独で実行可能です。

　　　　　　　　　　　　◇クロック同期更新動作（波形出力）中に本関数を実行することは振幅制御を意味します。
                          但し、クロックに同期して更新されるので最大１クロック時間の遅れが生じる。
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【8】対ＤＬＬ管理バッファへのデータ転送  /// 使用法は前６－３項《例１》《例２》参照 ///

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤＬＬＢｕｆ（ ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｓａｍｐ,
                                            ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ ）

    ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　      波形データ書き込む対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ
    ｎｕｍ＿ｓａｍｐ        対象ボード用の総データ数（各ボード共通とする。）
    ｎｕｍ＿ｄａｔａ        ここで書き込むデータ数／（後記【１０】の同名引き数と同一値にすると管理し易い。）
　  ｂｕｆｐｔｒ            波形データバッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　    　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　    総データ数を同サイズ（２～６５５３５）の複数ブロックに等分し、当関数で１ブロック
　　　　　　　　　　　　  ずつＤＬＬの管理するバッファに書き込む（ブロック数だけ繰り返す）とよい。
　　　　　　　　　　　　　  なお、別データを再書き込みするときは本ハンドラを一旦終了、再オープンして行う。

【9】対ボード（ＦＩＦＯメモリ）直接データ転送  /// 使用法は前６－３項《例３》参照 ///

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤｉｒｅｃｔＦｉｆｏ（ ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｎｕｍ＿ｄａｔａ,
                                                    ＷＯＲＤ ＊ｂｕｆｐｔｒ ）

    ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　      波形データ書き込む対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ
    ｎｕｍ＿ｄａｔａ        ここで書き込むデータ数／（後記【１０】の同名引き数とは意味が違う）
　  ｂｕｆｐｔｒ            波形データバッファのポインタ

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　    　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　  本ハンドラのデータバッファを使用せずユーザプログラム側から直接、ボード上の
　　　　　　　　　　　　　  ＦＩＦＯメモリにデータを転送します。　高速のブロック転送命令を使用するので、
                            １度に書き込むデータ点数はＦＩＦＯメモリ容量の半分以下とするのが合理的です。

【10】サンプリング（波形出力）スタート

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｔａｒｔ＿Ｓａｍｐ（ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｄａｔａ, ＷＯＲＤ ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ）

　① ｎｕｍ＿ｄａｔａ　　  １ブロック当りのデータ数。（サイクルモードでは１周期分＝ＦＩＦＯ容量－１以内）

　② ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数。（ｎｕｍ＿ｄａｔａ）×（ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋ）＝総出力データ数。

　③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ　　  更新モード／０： サイクル（①を停止操作まで無限）、 １：  サイクル（①×②を出力）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　                                        　２：非サイクル（①×②を出力）

　　　　戻り値　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　  　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　 サンプリングをスタート（外部トリガ指定のときはトリガ待ち）させます。
　　　　　　　　　　　     引数①②③は複数チャンネル（複数ボード）使用時も全チャンネル共通です。

                           《注１》前記【４】で波形データバッファをユーザプログラムの管理領域に設定した場合、

                                   引数①②はボード上のカウンタに渡され、出力データ数を制御する。
                                   引数①の範囲は２～６５５３５、
                                   引数②の範囲は１～６５５３５（３－１０項参照）。

                           《注２》前記【４】で波形データバッファをユーザプログラムの管理領域に設定した場合、
③ ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ＝２に限り、停止操作【１３】まで無限にサンプリング出力

                                   する非サイクルモード。



102

６-４. 関数仕様、エラーコード／ＷＩＮＤＯＷＳ                                             《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

【11】マニュアル（即時更新）ＤＡ出力

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｏｕｔ＿Ｐｒｏｍｐｔ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｕｐｄ＿ｐｒｏｍｐｔ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　　 更新出力する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ
　 ｕｐｄ＿ｐｒｏｍｐｔ　　 ＤＡ出力データ。／整数０～４０９５（ｄｉｇｉｔ）

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　新データで即時更新されます。
　　　　　　　　　　　　　  本関数は【１】初期化【７】スケール変数設定の後、単独で実行可能です。

　　　　　　　　　　　　　  ◇　波形出力中に本関数が実行されると、その時点で波形出力が停止し、続いて本関数の
　　　　　　　　　　　　　　　結果が得られます。　乗算出力モードのときは、この過程で出力に（瞬間的な）乱れが
　　　　　　　　　　　　　  　生じることがありますから御注意ください。

【12】ボードステータスの取得

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｇｅｔ＿Ｓｔａｔｕｓ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ０＿ｄａｔａ,
　　　　　　　　　　　　　　　　ＷＯＲＤ ＊ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ, ｉｎｔ ＊ｅｏｓ, ｉｎｔ ＊ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ,
　　　　　　　　　　　　　　　  ｉｎｔ ＊ｕｐｄ＿ｅｒｒ, ｉｎｔ ｓｔａｔｕｓ［ ］）

     ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　　　 ステータス取得する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　① ｃｎｔ０＿ｄａｔａ　　（１ブロック中の）出力データ数カウンタの現在値。。／カウンタ＃０。
　② ｃｎｔ１＿ｂｌｏｃｋ　  出力ブロック数カウンタの現在値。／カウンタ＃１。
　③ ｅｏｓ　　　　　　　　  ＤＡ出力終了。　　　／１：終了、　０：出力中または開始前。
　④ ｉｎｔｒ＿ｒｅｑ　　　　割り込み要求発生。　／１：発生、　０：未発生／（３－１７項）
　⑤ ｕｐｄ＿ｅｒｒ　　　　　更新出力エラー。　　／１：発生、　０：未発生／（３－１４項）
　　 ｓｔａｔｕｓ［０］　　　ボードステータス１。／１バイト生データ（３－１４項）
　　 ｓｔａｔｕｓ［１］　　  ボードステータス２。／未使用

　　　　戻り値　　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　 エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　 ①②③は動作進行状況、または終了の検出に使用します。
　　　　　　　　　　　　　　 なお③④⑤は一旦セットされると【１】初期化、【２】ボードリセット、または
　　　　　　　　　　　　　　 【１９】フラグクリア関数でリセットするまで保持されます。

【13】サンプリング（波形出力）動作の強制停止

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｔｏｐ＿Ｓａｍｐ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　全チャンネル（ボード）のサンプリング動作を強制的に停止します。

　　　　　　　　　　　　　◇　各チャンネルの出力は最後に更新された値を保持しています。　この後、スタート関数
　　　　　　　　　　　　　　により再スタート（続きを実行）することができます。
　　　　　　　　　　　　　◇　ＦＩＦＯメモリ内の残りデータはそのまま待機状態です。　この後、新たな波形出力を
　　　　　　　　　　　　　　行うときは再度【３】～【１０】の手順を踏みます。
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【14】本ハンドラの終了

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｃｌｏｓｅ＿ＤＡＳｙｓ（ ｖｏｉｄ ）

　　　　引　数　　　　　　な　し。

　　　　戻り値　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　本ハンドラの終了。　確保したメモリ領域の開放等、開始前の状態に戻す。

　　　　　　　　　　　　  【注】ＤＡ出力最終状態を維持するためにボードのリセットは行いません。
　　　　　　　　　                

　　  ★ 以上【１】～【14】が主要関数です。　以下の【15】～ は補助的な関数です。★

【15】汎用デジタル（ラッチ）出力更新

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｏｕｔ＿Ａｕｘ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ, ｉｎｔ ｏｕｔ＿ｄａｔａ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　　 更新設定する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　 ｏｕｔ＿ｄａｔａ   　　  １ビット汎用デジタル（ラッチ）出力データ。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　ＴＴＬレベルの１ビット汎用デジタル（ラッチ）出力を更新する。
                            当出力ポートは電源投入（ハードウエア・リセット）時＝０Ｈとなるが、

【１】 初期設定、【２】ボード・リセット、【１４】ハンドラ終了などを実行しても
                           変化しない。

【16】汎用デジタル（現在値）入力

　 ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｉｎｐ＿Ａｕｘ（ｉｎｔ ｂｏａｒｄ＿ｎｏ）

   ｂｏａｒｄ＿ｎｏ　  　　 更新設定する対象ボードの番号／０：１枚目（マスタ）、　１～７：スレーブ

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　＝１ビット汎用デジタル（現在値）入力データ
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　ＴＴＬレベルの１ビット汎用デジタル入力（現在状態）を読み込む。
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【17】ＤＡデータコードの指定

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｔ＿Ｄａｔａｃｏｄｅ（ ｉｎｔ ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ ）

　　ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ　　　ＤＡデータ・コードの選択。／０：バイナリ、　１：２の補数

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　本ボードＭＤＡ－７８１ＰＣＩの入力コード（ＤＡデータの型）を指定する。／全機共通

【18】クロック／ＳＹＮＣ・外部出力の切り替え

　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｓｅｌ＿Ｏｕｔｓｉｇ（ ｉｎｔ ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］ ）

　ｏｕｔ＿ｓｉｇ［ ］　　　 クロック／ＳＹＮＣ・出力選択。／０：クロック、　１：ＳＹＮＣ
　　　　　　　　　　　　 ◇［ ］内はボード番号０～７、複数ボード使用時の［０］はマスタなので必ず０とする。

　　　　戻り値　　　　　　　正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　　外部へのクロック信号出力（コネクタＣＮ２のＣＬＫ－ＯＵＴ）を必要ならＳＹＮＣ
　　　　　　　　　　　　　　信号（各１ブロック・データの開始タイミング）に切り替えることができる。　但し、
　　　　　　　　　　　　　　複数ボード使用時のマスタはクロックを出力しなくてはならないので、必ずクロック側
　　　　　　　　　　　　　　に設定すること。

【19】フラグクリア、およびサンプリング条件の再設定

　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｃｌｅａｒ＿Ｆｌａｇｓ（ ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ ）

　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ　　　　　ＤＡ出力条件再設定の有無。／０：フラグクリアのみ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：フラグクリア後、ＤＡ出力条件を再設定する。

　　 戻り値　　　　　　　　 正常終了時：　０
　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　機能・動作　　　　　　　各フラグをクリアし（３－１４項）、サンプリング条件を前回と同一に再設定する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　ＤＡ出力条件の再設定：　具体的には【３】～【７】の関数を実行する。

　　　　　　　　　　　　　　◇　フラグクリアにはＦＩＦＯメモリのリセットが含まれており、停止時の残りデータを
　　　　　　　　　　　　　　　破棄して（停止時の出力値を起点に）新データ群を定義・出力することができる。

【20】 本ハンドラのバージョン取得

　　ｉｎｔ　ＤＡ＿Ｇｅｔ＿Ｌｉｂｖｅｒ（ｉｎｔ ｖｅｒ ）

　　　　ｖｅｒ　　　　　　　　　　０：戻り値は（メジャー・バージョン番号）＋（マイナー・バージョン番号）
      　　　　　　　　　　　　　　１：戻り値は（メジャー・バージョン番号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　２：戻り値は（マイナー・バージョン番号）

　　　　戻り値　　　　　　　　　　正常終了時：　本ハンドラのバージョン番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー時　：　エラーコード（負の値／エラーコード表６－４参照）

　　　　機能・動作　　　　　　　　本ハンドラのバージョン情報を得る

　　　　　　　　　　　　　　　　◇　例えばバージョンが１.０１の場合、本関数をｖｅｒ＝０として実行すると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 戻り値は０ｘ１０１となります。
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 □■ エラー ■□　　 本ハンドラの各関数は実行前後（または実行中）に不適当なパラメータや
　　　　　　　　　　動作状態を検出するとエラーコードを返してきます。

                            表６－４．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　　　　適用関数、引数、等
－　１  ボードを検出できない。（未装着）  ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
－　２  指定枚数分のボードを認識できない。  ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
－　３  ＩＤの不一致。  ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
－　４  ボード（ＦＩＦＯメモリ）にアクセスできない。  ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
－  ５  ドライバ・ファイルが見つからない。  ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
－  ６  ドライバ・ファイルのバージョンが違う。  ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ
－  ７  初期化（ＤＡ＿Ｏｐｅｎ＿ＤＡＳｙｓ）が未実行。 　
－  ８  スタート関数【１０】実行前の条件設定不足。  ＤＡ＿Ｓｔａｒｔ＿Ｓａｍｐ

　
－１０  ボード数、またはボード番号指定エラー。  ｎｕｍ＿ｂｏａｒｄ，ｂｏａｒｄ＿ｎｏ
－１１  トリガ源の指定が不適当。  ｔｒｉｇ＿ｓｏｕｒｃｅ
－１２  トリガ極性の指定が不適当。  ｔｒｉｇ＿ｐｏｌ
－１３  波形データ追加転送方法の指定が不適当。  ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ
－１４  波形データ格納バッファの指定が不適当。  ｂｕｆ＿ａｒｅａ
－１５  割り込み使用の有無指定が不適当。  ｉｎｔｒ＿ｓｗ
－１６  クロック源の指定が不適当。  ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ
－１７  クロック値の指定が不適当。  ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ
－１８  クロック周期単位の指定が不適当。  ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ
－１９  クロック周期値の指定が不適当。  ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ
－２０  スケール変数の指定値が不適当。  ｓｃａｌｅ

－２１  総データ点数の指定値が不適当。  ｎｕｍ＿ｓａｍｐ
－２２  書き込みデータ数の指定が不適当。  ｎｕｍ＿ｄａｔａ
－２３  データ格納バッファの指定が不適当。  ｂｕｆｐｔｒ
－２４  更新モードの指定が不適当。  ｕｐｄ＿ｍｏｄｅ
－２５  マニュアル（即時更新）出力ＤＡデータの指定が不適当。  ｕｐｄ＿ｐｒｏｍｐｔ
－２６  ＤＡデータコードの指定が不適当。  ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ
－２７  クロック／ＳＹＮＣ出力選択指定が不適当。  ｏｕｔ＿ｓｉｇ
－２８  外部クロック源使用時、周期指定なのにクロック源周波数を未指定。
－２９  クロック周期、または分周比の値が大きすぎる。  ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ
－３０  ＦＩＦＯ容量を超えるデータ数の書き込み。 　
－３１  ＤＬＬ管理領域内バッファ容量を超えるデータ数の書き込み。  ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤｌｌＢｕｆ
－３２  指定ボード用のデータは既に書き込み済み。 　同上。
－３３  前ボード用のデータ書き込み未完了。（若い番号ボードから順に） 　同上。

－４０  割り込みが割り当てられていない。 　
－４１  割り込み要因設定が不適当。 　
－４２  メモリ確保エラー
－４３  ユーザプログラム領域のバッファを使用する設定になっている。  ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤＬＬＢｕｆ
－４４  ＤＬＬ管理領域のバッファを使用する設定になっている。  ＤＡ＿Ｗｒｉｔｅ＿ＤｉｒｅｃｔＦｉｆｏ
－４５  ＤＡ波形出力（サンプリング）中。
－４６  サンプリングは停止している。
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第７章．保守・その他

７７７７----１１１１. . . . 故障故障故障故障・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処・トラブル等の原因と対処

　本機は【ＤＯＳ／Ｖ系パソコン】＋【拡張ボックス】のシステム構成で全数検査のうえ出荷され
ています。　お手元での動作確認方法は１－６項に記されています。　動作に不具合いがあるとき
は以下の諸点を再点検してください。　それでも不明なときは巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステ
ム構成（特に外部機器の接続回路）等の動作条件を御記入のうえ、技術部宛ＦＡＸしてください。
　迅速に応答する体制となっています。　なおＴＥＬいただく場合も、客観情報の整理・評価は問
題解決のスピードアップにつながりますから、事前に【Ｑ＆Ａフォーム】をＦＡＸしてください。

　再点検・確認ポイント

（１）Ｉ／Ｏアドレス　　 ◆ボードのインストール／認識は成功したか？（１－５項）
                         ◆他のボードと重複していないか？

（２）割り込みレベル     ◆リソースは取得できたか？（１－５項）／通常は割り込み不要。

（３）アナログ出力       ◆負荷が重過ぎないか？（２－１項）。
                         ◆接続機器間のＧＮＤ電位差にも注意。

（４）トリガ関連         ◆トリガ待ち状態ではプログラムが止まって見える。

（５）デジタル入出力　　 ◆  本ボードのＴＴＬ入力（外部割り込み、および汎用ビット）に
                           接続できる信号源はＴＴＬ（ＬＳ、ＣＭＯＳ等の５ｖ電源動作素子）
  　　　　　　　　　　　　 に限ります。　現場で不適切な信号源を接続したために本ボード内
　　　　　　　　　　　　　 のＴＴＬ入力素子を破損する事故が頻発していますので御注意くだ
　　　　　　　　　　　　　 さい。（次ページ参照）

　動作確認方法

　　  当社では原則として、ユーザ作成のソフトウエアについては評価しません。　動作確認は本
　  製品添付の当社製プログラム（１－６項）の実行結果について推測・適否・判定を行います。
　    ＱＡリクエスト時には当プログラムの実行結果をレポートしてください。
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ボード内ＴＴＬ入力素子破損の主な原因

　　ＴＴＬ入力素子の絶対最大定格は【負側：－０.６ｖ】【正側：＋７ｖ】です。　このレベル
　を一瞬でも超えると入力素子破壊の原因になります。　主な危険要素は、

　◆　ファンクション・ジェネレータ等の交流信号出力を接続して破損させる例が多いようです。
　　　矩形波でも±に振れる信号は接続できません。　特に、負側の許容レベル【－０.６ｖ】が
　　低いことに注意してください。

　◆　＋５ｖ以上に振れるロジック信号も接続できません。　１２ｖ～２４ｖ電源を使用する機器
　　からのデジタル信号は不可、信号レベルが不明なときは信号源の電源電圧が目安になります。

　◆　アナログ信号源は±１５ｖ電源によるオペアンプ出力が多く危険です。　なお、ＴＴＬ入力
　　にアナログ信号を接続しても立上り／立下り特性等が仕様を満足せず、正常な動作は期待でき
　　ないでしょう。

　◆　信号源と本ボードのグランド・レベルに差があるときも危険です。（テスタで測定可能）

　　　　　　　　図７－１．【高レベル信号】→【ＴＴＬレベル】変換回路例

          （ボード内部）

    　　   +5v                       各デジタル入力

                  10K                    （NPN 型）
                                          2SC945, or....        10pF 　　　　  　 信号源
                          INPUT
                                  　　   Tr
                           TTL                                    10K　　　   ±50v
                           レベル 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      以下
                                             10K         1S1588 or...
                           DG
                                  　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《注》本回路はインバータ（極性反転）です。
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《ＡＤＭ-７８１ＰＣＩ》                                                                       ７-２. 修理のときは

７７７７----２２２２. . . . 修理のときは修理のときは修理のときは修理のときは

　入手経路の如何にかかわらず当社宛に直接お申しつけください。　商社等を経由されますと時間
がかかるだけでなく、情報交換の不便、費用の面でも不利になります。　なお当社では修理依頼を
受けた製品が検査の結果、良品と判定された場合は（保証期間内でも）手数料を申し受けます。
　特に最初からの不具合いには誤解や情報不足によることが多いので、事前に御相談ください。
　                                                          【Ｑ＆Ａフォーム】が便利です。

　無償修理　　　  納入後１年以内の自然故障、および当社製造上の問題に起因した故障に対して
　　　　　　　  は無償修理を行います。　但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか
                否かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。
                  なお当社では保証書を発行していませんが、社内では製造番号と出荷年月日の
                記録を基に判定しています。

　有償修理　　　  落雷等の自然現象、漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、ユーザ側の責に
　　　　　　　  帰する故障品、または納入後１年間を経過した製品の自然故障に対しては実費・
　　　　　　　　  有償にて修理をお請けします。　性格上、事前見積もりは不可能ですが、制限
                額を事前通知いただければ、作業過程で制限を超えそうな見通しがたった時点で
                連絡・相談させていただきます。

 ◆受け渡し　：　 宅配便によるセンドバックで行います。

 ◆修理期間　：　 全んどの場合、当社内で２４時間以内に完了・返送しています。時間を要する
   　　　　　　 場合は御連絡いたします。

 ◆費用の目安：　 修理費用は事務管理手数料、技術者の所要時間（１時間単位）手数料、および
                交換部品代の合計です。  ２００２年９月現在（時勢により変動します）では、

                    ◇事務管理手数料（１件当り、返送運賃含）：＝￥４,０００
　　　　　　　      ◇修理時間手数料：＝（時間単価￥６,０００）×所要時間
                    ◇交換部品代    ：＝￥実費

　　　　　　　　  故障経緯、システム客観情報の添付は時間の節約・コストダウンに有効です。
　　　　　　　　　典型的な事例では費用合計が￥２０,０００を超えることは希れです。

　　　  【注】　　当社製品に対してユーザが改造を行った場合は、当社サポートの対象外になり
　　 　　　   　ます。　改造とは製品に新たな部品を追加実装、または実装部品を削除したり、
　　　　 　   　回路パターン・接続に変更を加えることです。　なお、当社がオプションとして
　　　 　　　   供給、または指定した部品の追加実装・交換はこの限りではありません。
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７-３. アナログ出力範囲の再調整                                                           《ＡＤＭ-７８１ＰＣＩ》

７７７７----３３３３. . . . アナログ出力範囲の再調整アナログ出力範囲の再調整アナログ出力範囲の再調整アナログ出力範囲の再調整

　動作テスト・確認の方法は【１－６項】のとおりです。  同テストから得られた値に出力範囲の
変化やオフセットが認められるときは再調整が必要です。 アナログ回路は経年・環境変化に対する
保守を定期的に行うことが望ましく、夏冬の使用環境・周囲温度に差がある場合は季節単位、通年
安定した使用環境の場合は１～２年に１度は校正することが理想的です。
　再調整の方法・手順を以下に記しますが、極細のドライバ、デジタル電圧計を必要とし、手順も
やや複雑ですから御希望により当社でも（実費で）お請けします。

　＝＝ 準備 ＝＝

　①　本ボード上の設定は出荷時の状態に加えて、 ◆スイッチ“ＢＵＳＥＬ”は必ず【ＩＮ】側、

      ◆スイッチ“ＢＵＳＥＬ”： バイポーラ（±１０ｖ）で調整するときは【Ｂ】側、
                                 ユニポーラ（０～１０ｖ）で調整するときは【Ｕ】側に設定。

      ◆スイッチＡＢＳＥＬ： Ａモードで調整するときは【Ａ】側、
                             Ｂモードで調整するときは【Ｂ】側に設定。

　②　本ボードをパソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスに装着・インストールします。
　　  当作業の詳細については１－５項に記されています。
      （以上、通常の使用状態）

③　 図１－６のように、本ボードのアナログ出力をデジタル電圧計等に入力接続します。
    デジタル入出力の接続は不要です。

　④　以上で準備完了です。　電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体
　　を最後に行います。　電源切断は逆順序です。

　　　　　　　　　　    　　図１－６．動作確認用の測定機接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＤＡアナログ出力）　　  　 IN
　　　　    ＭＤＡ－７８１ＰＣＩ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 デジタル電圧計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　　  GND
                                  　　

　　      ◆ＤＡアナログ出力： １番ピン
　　      ◆アナロググランド： ６番ピン  　　　  コネクタ ＣＮ１（１－３項．参照）

   精度（正確度）        本機のアナログ出力回路は高精度の素子を使用しているので調整後は
                       出力モード切り替えによる再調整の必要は全んどありません。

                       ★  出荷時設定の内部基準電圧使用±１０ｖ出力モードでは±６±６±６±６....２ｍｖ２ｍｖ２ｍｖ２ｍｖ、
                         すなわち内部基準電圧の設定値＝１０ｖのとき ±０.０６２％ＦＳと
                         なるが、基準電圧値を下げるとＦＳに対する精度は悪化する。

                       ★  外部基準電圧使用を含むその他の出力モードに切り替えたときは
                         ±８±８±８±８....２ｍｖ２ｍｖ２ｍｖ２ｍｖ（再調整で±６.２ｍｖまで改善可能）、すなわち
                         基準電圧の設定値＝１０ｖのとき ±０.０８２％ＦＳとなるが、
                         基準電圧値を下げるとＦＳに対する精度は悪化する。
                                       【注】ＦＳ＝フルスケール（出力範囲幅）



111

《ＡＤＭ-７８１ＰＣＩ》                                                           ７-３. アナログ出力範囲の再調整

　＝＝ 操作 ＝＝

      電源を投入、ＭＳ－ＤＯＳシステムを立上げます。（WINDOWS95/98 のＤＯＳ窓でも可能）
    再調整に使用するプログラムは試運転でも使用した“７８１ＱＢ１”です。
  　＞７８１ＱＢ１【ENTER】でプログラムが走り始めます。  最初にＩ／Ｏベースアドレスの
  入力を要求されるので１－５項で調査した４桁のＨｅｘＨｅｘＨｅｘＨｅｘ値を入力すると以下、操作メニュー

    となります。  以後の各ＤＡデータは１０進数１０進数１０進数１０進数で設定・表示します。

  振幅制御用ＤＡＣのオフセット調整

  ①メニューから【１．Set DA out Data】を選択し、
    バイポーラ（±１０ｖ）のときは２０４８、ユニポーラ（０～１０ｖ）のときは０を設定。
    次にメニューから【2．DA Set Scale Data】を選択し、０を設定する。
    この状態で出力電圧が０ｖとなるようにトリマＴＭ４を調整する。

  （波形生成用）出力ＤＡＣの調整

  ②メニューから【2．DA Set Scale Data】を選択し、４０９５を設定する。
    次にメニューから【１．Set DA out Data】を選択し、
    バイポーラ（±１０ｖ）のときは２０４８、ユニポーラ（０～１０ｖ）のときは０を設定。
    この状態で出力電圧が０ｖとなるようにバイポーラ（±１０ｖ）のときはトリマＴＭ１を、
    ユニポーラ（０～１０ｖ）のときはトリマＴＭ０を調整する。 // オフセット調整 //

  ③メニューから【2．DA Set Scale Data】を選択し、
    Ａモードのときは４０００、Ｂモードのときは４０９５を設定。
    次にメニューから【１．Set DA out Data】を選択し、
    Ａモードでバイポーラ（±１０ｖ）のときは４０４８、
    Ａモードでユニポーラ（０～１０ｖ）のときは４０００、
    Ｂモードでバイポーラ（±１０ｖ）のときは４０９５、
    Ｂモードでユニポーラ（０～１０ｖ）のときも４０９５を設定する。
    この状態で出力電圧が目標値（表７－３／太枠内）となるようにトリマＴＭ２を調整する。
                                                                   // ゲイン調整 //

            表７－３．調整対象・目標（ｽｲｯﾁＲＥＳＥＬＲＥＳＥＬＲＥＳＥＬＲＥＳＥＬは必ず【ＩＮ】側に設定）

出力範囲モード（ｽｲｯﾁＡＢＳＥＬＡＢＳＥＬＡＢＳＥＬＡＢＳＥＬ）→    【Ａ】側：Ａモード   【Ｂ】側：Ｂモード

出力極性モード（ｽｲｯﾁＢＵＳＥＬＢＵＳＥＬＢＵＳＥＬＢＵＳＥＬ）→  【BI】側
  ±１０ｖ

 【UN】側
 ０～１０ｖ

 【BI】側
  ±１０ｖ

 【UN】側
 ０～１０ｖ

設定値   ２０４８     ０   ２０４８      ０
目標出力     ０ｖ     ０ｖ      ０ｖ      ０ｖ

振幅制御用
ＤＡＣの
調整

オフセット
調整

トリマ   ＴＭ４   ＴＭ４    ＴＭ４    ＴＭ４
設定値   ２０４８     ０   ２０４８      ０
目標出力     ０ｖ     ０ｖ      ０ｖ      ０ｖ

オフセット
調整

トリマ   ＴＭ１   ＴＭ０    ＴＭ１    ＴＭ０
設定値   ４０４８   ４０００   ４０９５   ４０９５
目標出力   ＋１０ｖ   ＋１０ｖ  +9.99512 v  +9.99756 v

波形生成用
出力
ＤＡＣの
調整 ゲイン調整

（ｽｹｰﾙ）
トリマ   ＴＭ２   ＴＭ２    ＴＭ２    ＴＭ２
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                             ７-４. 制御信号・タイミング等

７７７７----４４４４. . . . 制御信号制御信号制御信号制御信号・タイミング等・タイミング等・タイミング等・タイミング等

  クロック入出力

                                          図７－４Ａ．内部クロック源を使用する場合

    トリガ
  （スタート）                Ｔｔｄ

   サンプリング
   クロック（内部クロック）
                                     ◆                      ◆                      ◆
   クロック出力
 （ＣＬＫ-ＯＵＴ）

                         ◆：クロック出力の有効エッジは常に立下り。
                     Ｔｔｄ：トリガ認識から最初のクロック有効エッジまでの最大遅れ時間（最大２５０ｎｓ）
                             実際のサンプリング実行はクロックの各有効エッジから１２５ｎｓ以内に開始。

                                    図７－４Ｂ．外部クロック源を非分周（１／１）で使用する場合

    トリガ
  （スタート）                Ｔｔｄ              外部クロック源入力
                                                  ＣＬＫ－ＩＮ：正側・負側共に４００ｎｓ以上。
   サンプリング
   クロック（ＣＬＫ-ＩＮ）
                                     ◆                      ◆                      ◆
   クロック出力
 （ＣＬＫ-ＯＵＴ）

                         ◆：クロック出力の有効エッジは常に立下り。
                     Ｔｔｄ：トリガ認識から最初のクロック有効エッジまでの最大遅れ時間（外部クロック源１周期）
                             実際のサンプリング実行はクロックの各有効エッジから１２５ｎｓ以内に開始。

                                    図７－４Ｃ．外部クロック源を（任意に）分周して使用する場合

    トリガ
  （スタート）                Ｔｔｄ                    外部クロック源入力
                                                        ＣＬＫ－ＩＮ：正側・負側共に４５ｎｓ以上。
   外部クロック源
  （ＣＬＫ-ＩＮ）
                                            Ｔｄｄ
   サンプリング
   クロック
                                          ◆                       ◆                            ◆
   クロック出力
 （ＣＬＫ-ＯＵＴ）

                         ◆：クロック出力の有効エッジは常に立下り。
                     Ｔｔｄ：トリガ認識から最初のクロック有効エッジまでの最大遅れ時間（外部クロック源１周期）
                             実際のサンプリング実行はクロックの各有効エッジから１２５ｎｓ以内に開始。

                     Ｔｄｄ：分周開始の遅れ時間（最大２５０ｎｓ）
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《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》                                                             ７-４. 制御信号・タイミング等

    外部割り込み入力  （許可されている場合／３-１７項）

                                           図７－４Ｄ．外部割り込み入力 ～ 割り込み受け付け
                                            
                                                 ｍｉｎ.１００ｎｓ

   外部割り込み入力（正極性指定）

   外部割り込み入力（負極性指定）

                                              ｍａｘ.１２５ｎｓ
                                                                       アクティブ状態
                   割り込み要求
                 （ＰＣＩバス上）
                                           ▲                                                △（クリア操作）

                         ▲：外部割り込み信号入力（ＩＮＴ-ＩＮ）の有効エッジ。
                         △：割り込みクリア操作タイミング。（通常、デバイスドライバ内で実行する）
  

    外部トリガ入力  （許可されている場合／３-１３項）

                                         図７－４Ｅ．外部トリガ ～ 連続サンプリング開始
                                            
                                                  ｍｉｎ.１００ｎｓ

     外部トリガ入力（正極性指定）

     外部トリガ入力（負極性指定）

                                               ｍａｘ.３０ｎｓ
                                                                    
                 トリガ発生認識
                  （３-１４項）                                  Ｔｔｄ（＋Ｔｄｄ）
                                           ▲

               サンプリング実行
                                                                               
                                                                                  △

                             ▲：外部トリガ信号入力（ＴＲＧ-ＩＮ）の有効エッジ。
                             △：連続サンプリングの開始タイミング。
                         Ｔｔｄ：図７－４Ａ，Ｂ，Ｃ参照。
                         Ｔｄｄ：図７－４Ｃ参照。
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７-５. 付録／ＷＩＮＤＯＷＳ２０００・ＸＰについて                                         《ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ》

７７７７----５５５５. . . . 付録付録付録付録（ＷＩＮＤＯＷＳ２０００・ＸＰについて）

　ＷＩＮＤＯＷＳ２０００

  ボードのインストール：  ＷＩＮＤＯＷＳ２０００はＮＴ4.0 の上位バージョンですが、
                          プラグアンドプレイ機能を持つため、
                          本ボード装着直後のインストール作業時にＷＩＮＤＯＷＳ2000 対応の
                        インストールディスク（当社製／vr２.00 以上）が必要です。
                          作業手順は本書１-５項、または本ボードに同梱の作業説明書に従って
                        ください。

  ソフトウエアサポート：  汎用のＩ／Ｏドライバ、および本ボード専用の関数ＤＬＬが追加され
                        ています。  前者については４－２項、後者については第６章をごらん
                        ください。

ＷＩＮＤＯＷＳ-ＸＰ　　 　ボードのインストールからドライバ、ハンドラ関数ＤＬＬまで、
　　　　　　　　　　　　添付のＷＩＮＤＯＷＳ２０００用ソフトウエアがそのまま御利用

　　　　　　　　　　　　　いただけます。
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　  Ｑ＆Ａフォーム
　　　ＦＡＸ：０３（３３０１）５５９３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　発信：　　　年　　月　　日／　　　　時　　分

　　製品名　　      ＭＤＡ-７８１ＰＣＩ      　  購入時期　　　　年　　　月

　 ボード上の

　 設定、 　　   

　 使用状況

　 その他
　  

　 Ｉ／Ｏ、　　　同時使用の　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　Ｉ／Ｏアドレス
　 周辺状況　　　他ボード　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　  割り込み、等

　 本体　　　 　パソコン本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　拡張ＢＯＸ
　 システム
　　　　　　　　本体メモリ

　　　　　　　　　ＯＳ　　　　ＤＯＳ（　　　）　ＷＩＮ（　　　　）

　 　　　　　　　 言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 コンパイラ　　　　　　　　   （ｖｒ　　）
   ソフト
　　　　　　 　 プログラム名   

　（動作状況）

　　　　　               　《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》　ＴＥＬ：０３（３３９６）８３７７

 御使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 （所属部・課）

　団体名

　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（所在地）

ＦＡＸ


